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シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
六
十
一
回

立
地
： 

郡
山
東
南
の
尾
根
上
、吉
田
保
育
所
の
裏
山
に

あ
り
ま
す
。そ
れ
ほ
ど
比
高
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

南
北
両
側
と
も
に
非
常
に
急
峻
で
す
。人
や
物

資
が
行
き
交
っ
た
東
側
に
流
れ
る
可
愛
川
に
突

き
出
し
て
お
り
、こ
の
川
を
監
視
す
る
役
割
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

歴
史
： 

築
城
時
期
は
不
明
で
す
が
、
15
世
紀
中
頃
に
は

毛
利
氏
の
当
初
の
郡
山
城
と
し
て
存
在
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、16
世
紀
半
ば
に

元
就
が
郡
山
全
山
に
城
域
を
拡
大
し
た
の
ち

は
、
当
主
の
隆
元
が
住
ん
だ
こ
と
や
、｢

二
重
・

中
・
固
屋｣
と
い
う
狭
い
空
間
が
あ
っ
た
こ
と

が
史
料
上
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

城
跡
： 

最
頂
部
の
Ⅰ
を
中
心
に
３
０
０
ｍ
に
わ
た
り
東

方
向
に
郭
が
伸
び
て
お
り
、城
域
の
両
端
に
は

堀
切
が
残
り
ま
す
。ま
た
更
に
東
に
数
カ
所
の

平
坦
地
が
あ
り
、こ
こ
も
城
内
で
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。Ⅰ
の
背
後
に
は
櫓
台
状
の
土

塁
が
あ
り
、ま
た
北
東
隅
に
は
石
積
の
痕
跡
も

あ
り
ま
す
。隆
元
が
い
た
屋
敷
地
と
考
え
ら
れ

る
の
は
こ
の
Ⅰ
と
Ⅱ
あ
た
り
で
、Ⅲ
よ
り
東
は

幅
が
狭
い
上
に
、地
面
が
不
整
形
で
す
。

考
察
： 

当
時
の
山
麓
か
ら
本
城
へ
の
ル
ー
ト
は
不
明
で

す
が
、北
側
の
難
波
谷
か
ら
通
路
が
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
ほ
ど
軍
事
性
の
高
い
構
造
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、当
主
の
居
城
と
し
て
少
な
く
と
も

16
世
紀
半
ば
ま
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
15
世
紀

の
姿
を
留
め
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

編
集
後
記

　
今
月
号
で
は
「
平
和
」
に
つ
い
て
特

集
を
し
ま
し
た
。
当
時
を
知
る
人
も
少

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
語
り
継
ぐ

た
め
に
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
と
感
じ

ま
し
た
。
ボ
ク
に
と
っ
て
平
和
と
は
、

抽
象
的
で
す
け
ど
「
楽
し
い
食
卓
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
何
気
な
い
会
話

が
飛
び
交
う
家
族
が
揃
う
食
卓
。
皆
さ

ん
も
特
集
を
機
会
に
考
え
み
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
田
）

　
私
に
と
っ
て
の
「
平
和
」
と
は
、

「
戦
争
の
な
い
世
界
」
で
す
。
毎
日

し
っ
か
り
ご
飯
を
食
べ
て
、
安
心
し
て

眠
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
周
囲
に

い
る
人
た
ち
と
何
と
な
し
に
過
ご
せ
る

日
常
が
、
幸
せ
な
こ
と
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
村
）

今
月
の
表
紙
▼

　
今
年
は
戦
後
・
被
爆
70
年
。
甲
田
文

化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
前
に
あ
る
平
和

の
像
の
前
で
、
新
宅 

恵
美
さ
ん
（
甲
田

町
）
と
長
男
の
虎
太
朗
く
ん
と
長
女
の

こ
こ
美
ち
ゃ
ん
が
、
平
和
を
願
っ
て
手

を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

郡 
山 
城
（
本
城
）

こ
お
り

や
ま

じ
ょ
う《

吉
田
町
吉
田
》

　こ
れ
ま
で
市
内
に
残
る
多
く
の
城
跡
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、遂
に
最
大
に

し
て
最
重
要
で
あ
る
郡
山
城
の
登
場
で
す
。こ
の
城
の
成
り
立
ち
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、今
回
は
本
城
と
呼
ば
れ
る
一
角
に
絞
っ
て
紹
介
し
ま
す
。観
光
客
で
も
あ

ま
り
訪
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
が
、元
祖
郡
山
城
と
も
い
え
る
重
要
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ほ
ん 

じ
ょ
う

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

Ⅰと櫓台状の土塁（南側より撮影） 本城遠望（東側より撮影）

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
２
９
２
ｍ
、比
高
／
90
ｍ

史
跡
指
定
／
国
指
定
史
跡

城
主
／
毛
利
氏

所
要
時
間
／
郡
山
公
園
か
ら
徒
歩
30
分

郡山本城略測図（作図　秋本哲治）
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あ
な
た
に
と
っ
て
平
和
と
は
何
で
す
か 

―
戦
後
・
被
爆
70
年
―

戦
後
・
被
爆
70
年
を
迎
え
た

ヒ
ロ
シ
マ

　

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
６
日
、

８
時
15
分
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
。
同

年
12
月
末
ま
で
に
、
約
14
万
人
が
死
亡
し

た
と
推
計
さ
れ
、
爆
心
地
か
ら
1.2
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
で
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に

約
50
％
の
方
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
現
在
も
多
く
の
方
々
が
原

爆
に
よ
る
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

戦
時
中
は
、
物
資
が
軍
優
先
と
な
り
、

国
民
は
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
学
徒
動
員
に
駆
り
出
さ
れ
る
な

ど
教
育
も
満
足
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
太
平
洋
戦
争
で
の
日
本
の

犠
牲
者
は
、
約
３
１
０
万
人
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

終
戦
後
、広
島
は
め
ま
ぐ
る
し
い
復
興
・

発
展
を
遂
げ
、
世
界
で
初
め
て
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
ま
ち
と
し
て
、
原
爆
の
も
た
ら

し
た
む
ご
さ
、
戦
争
の
惨
禍
、
平
和
の
大

切
さ
を
世
界
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
の
戦
争
か
ら
70
年
の
時
が

流
れ
、
戦
争
・
被
爆
を
実
際
に
経
験
さ

れ
た
方
の
平
均
年
齢
は
、
現
在
、
８
０
．

１
３
歳
と
な
り
、
戦
争
の
惨
禍
を
後
世
に

伝
え
る
こ
と
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
・
被
爆
70
年
を
迎
え
、
今
あ
る
平

和
の
意
味
を
考
え
ま
す
。

ヒロシマの戦後 70 年の歩み
1945（昭和 20）

1947（昭和 22）

1952（昭和 27）
1955（昭和 30）

1963（昭和 38）

1967（昭和 42）

1970（昭和 45）
1971（昭和 46）
1985（昭和 60）

1991（平成 3）

1992（平成 4）

1996（平成 8）
1999（平成 11）

2004（平成 16）
2008（平成 20）

2009（平成 21）

2010（平成 22）

2011（平成 23）

6 日　午前 8 時 15 分、広島市に原子（ウラニウム）爆弾投下
9 日　午前 11 時 2 分、長崎市に原子（プルトニウム）爆弾投下
15 日　天皇による終戦の詔書を放送
初めての平和祭式典（現在の平和記念式典）で浜井広島市長が平和宣言を発表（以
後、1950・1951 年を除き毎年発表）
広島平和都市記念碑（原爆死没者慰霊碑）が除幕
第 1 回原水爆禁止世界大会開催
広島平和記念資料館が開館
東京地方裁判所が、原爆訴訟に対し「原爆投下は国際法
違反」との判決を下す
佐藤首相が、国会で核兵器を「持たず、作らず、持ち込
ませず」という非核三原則を表明
核不拡散条約（NPT）発効
衆議院本会議が非核三原則を決議
第 1 回世界平和連帯都市市長会議が、広島市
で開催（以後、4 年ごとに開催、2001 年に「平
和市長会議」に名称を変更）
アメリカとソ連が、第１次戦略兵器削減条約

（START Ⅰ）に調印（1994 年 12 月５日発効）
第 1 回国連軍縮広島会議開催（以降、平成 6
年と平成 8 年にも開催）
原爆ドームが世界遺産に登録
茨城県東海村のウラン加工施設で国内初の臨
界事故が発生し、放射線被曝により 2000 年
4 月までに２名が死亡
国民保護法など有事関連７法が成立
ジュネーブでのＮＰＴ再検討会議準備委員会
において､ 平和市長会議が ｢ヒロシマ・ナガ
サキ議定書｣ を発表
核 不 拡 散・ 核 軍 縮 に 関 す る 国 際 委 員 会

（ICNND）第４回会合が広島で開催（同年 12 月 15 日に報告書を発表）
アメリカとロシアが START Ⅰの後継条約となる新たな核軍縮条約に調印。戦略核
兵器及びその運搬手段の上限を 1,550 発及び 800 基までに削減することなどで
合意（2011 年 2 月に発効）
日本政府が、国際的な場面で被爆体験証言を行い被爆の実相を伝える被爆者に対
し「非核特使」の委嘱を開始
平和首長会議（平和市長会議）の加盟都市が 5,000 都市を突破

 8
 8

 8

 8
 8
 8
12

12

 3
11
 8

 7

 6

12
 9

 6
 4

10

 4

 9

９

原爆ドーム

広島市公会堂で開かれた
第 1 回原水爆禁止世界大会

※年表は広島市が提供した情報を元に作成

平和宣言を読む
浜井広島市長

提供：広島市公文書館

提供：広島市公文書館

原爆の子の像
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原爆の記憶
尾田 久美子

　戦後 70 年、私は女学校の二年生でした。原爆が広島に投下された日の事は、余りに強い思い出で、いまだに心に
深く焼きついています。そのあとの一ヶ月余りの看護活動はだんだん年と共に風化しています。が、断片的に覚えて
いることを書いてみます。
　昭和二十年八月六日、朝八時十五分、私達は朝礼で校長先生の訓示を受けていました。“ ピカッ ”“ あれっ？ ” どーん。
何だろう。一瞬何が何だかわからずざわめきが広がりました。ちょうどいたずらに大きな鏡で太陽を反射された様な
感じで、教室の窓を見上げたりしました。その時、あれは何だと云う声がして、ふり返ってみると、もくもくと黒い
煙が異様な形でふき上がっています。見る間に、きのこ状に高く高く舞い上がっていきます。　―中略―　
　その日は予定通り鍬をかついで山の開墾に出かけました。その当時は一株の芋でも多く植えられる様に山を切り開
いて畑にすることが毎日の授業の代りでした。三時頃学校に帰り日課の水泳訓練に近くの川へ行きました。川に入っ
たと思ったら「みんな上がれ」と叫ぶ先生の声で上りました。広島に大きな爆弾が落ち、けが人が一ぱい出て、町に
どんどん運ばれているから、すぐに帰って手伝う様にと。町に戻ったら、トラックに一ぱいに積み込まれたけが人、
男女、子供、その時のショックは余りに大きく忘れることが出来ません。
　着衣は殆ど無く、パンツや雑巾がまとわりついた様に僅かにくっつき、皮膚は焼けただれぶら下がり、目も鼻もわ
からない位、丸太ん棒の様な手や足、次々と降ろされてむしろを敷いた病院の土間に並べられました。私は友達と吉
田病院で看護に当たりました。看護と云っても、お医者さんと看護婦さん二、三人では、どうすることも出来ず、只
うめく罹災者に手が廻らず、うちわで蠅を追っぱらったり、少しでも涼しくと冷いタオルで拭いてあげたり水、水、
とうめく人にほんの少し水をあげたりするだけ。白黒の縞のシャツの人は黒い所は焼けただれ白い所は健康な皮膚と

はっきり縞になり、絣
かすり

の模様の着衣の人は、その模様のままにはっきりやけどをしていました。　―中略―　
　おばさんが、しきりに子供の名前を呼び、小さな子供が「お母さん、お父さん」と呼び自ら目の前で静かに息を引
き取りました。手当たり次第にトラックに積んで、見も知らぬ土地に運び込まれて、何の手当も受けられず亡くなっ
てゆく惨状。外見は、やけどもなく、数日して体に大豆位の黒い斑点が現れ、青ぶくれた苦しそうな顔で「寝かせて、

起こして」とその度に支えて起こしたり、寝かせたり、やがて動きが止まり、係の人が戸板に乗せて焼場に運んで行

きました。　―中略―　やけどが、表面はかさぶたになり、下の方の生乾きで崩れているところに五ミリくらいの白
いうじ虫がうようよと這っています。うじを取ってくれと云われても、ピンセットも無く、お箸ではとれなくて、只
うちわで風を送るのみでした。　―中略―
　教室の板の間に只、ごろんところがっているだけ、町内からせんべい布団が届けられたりしていましたが、昨日ま
では生きていた人が今日は居ない。だんだんと数も減って来ます。毎日死者を焼く火葬の煙が終日ただよってその匂
いが町内を充満していました。
　この世の生き地獄を体験して本当にあった事かと夢の様です。私達の年代で覚えている人も少なくなりました。長
くなりましたが私の体験を聞いて頂きたく、あの事があって今の平和がある事を若い人にも知って頂きたいと思いま
す。戦争がどんなに悲惨なものか、あってはならないことを強く願います。

火
傷
を
負
い
爆
風
で
気
絶

　

８
月
６
日
、
広
島
二
中
（
現
観

音
高
校
）
に
通
っ
て
い
た
私
は
、

爆
心
地
近
く
で
建
物
疎
開
作
業
を

す
る
た
め
、
住
ん
で
い
た
賀
茂
郡

西
条
町
（
現
東
広
島
市
）
か
ら
広

島
駅
へ
向
か
い
ま
し
た
が
、
空
襲

警
報
発
令
の
た
め
遅
れ
て
到
着
し

ま
し
た
。
市
電
を
待
っ
て
い
る
と

き
に
、
突
然
、
電
気
の
ス
パ
ー
ク

の
様
な
青
白
い
光
を
感
じ
、
熱
線

に
よ
り
顔
の
右
半
分
と
手
の
甲
に

火
傷
を
負
い
、
猛
烈
な
爆
風
に
よ

り
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
爆
音
を
聞
く
前
に
気
絶
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
意
識
を
取
り

戻
し
、
周
囲
を
見
る
と
、
あ
た
り

が
真
っ
暗
で
夜
明
け
前
の
よ
う
で

し
た
。
少
し
ず
つ
視
界
が
開
け
て

き
て
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
建
物

が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
二
葉
の
里

に
軍
の
東
練
兵
場
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
に
行
こ
う
と
思
っ
て
歩
き
始

め
ま
し
た
が
、
そ
の
途
中
で
、
倒

壊
し
た
家
屋
に
下
半
身
が
下
敷
き

に
な
っ
て
い
る
人
、
大
き
な
声
で

わ
め
い
て
い
る
人
、
多
く
の
凄
惨

な
状
況
を
見
ま
し
た
。
今
で
も
思

い
出
す
の
が
辛
い
で
す
。そ
の
後
、

家
へ
帰
る
た
め
歩
き
出
し
、
1
日

か
け
て
家
に
到
着
し
ま
し
た
。
家

の
前
に
は
心
配
し
た
母
が
立
っ
て

い
ま
し
た
が
、
や
け
ど
し
た
私
の

顔
が
分
か
ら
ず
、「
あ
ん
た
本
当

に
祐
光
か
？
」
と
言
っ
た
言
葉
が

耳
に
こ
び
り
つ
い
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
に
助
け
ら
れ

今
を
生
き
て
い
る

　

私
の
家
の
筋
向
い
に
、
お
そ
ら

く
徴
用
で
日
本
に
連
れ
て
来
ら
れ

た
朝
鮮
の
方
が
住
ん
で
い
た
の
で

す
が
、
私
の
こ
と
を
息
子
の
よ
う

に
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
私
の
状
態
を
見
る
と
、
自
分

の
郷く
に

で
は
こ
れ
が
や
け
ど
に
い
い

ん
だ
、
と
言
っ
て
、
一
升
瓶
に
入

れ
た
牛
の
血
を
持
っ
て
き
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
コ
ッ
プ
2
杯
ず

つ
飲
み
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、

や
け
ど
が
治
り
ま
し
た
。

　

被
爆
か
ら
13
年
後
、
私
は
沖
永

良
部
島
の
製
糖
工
場
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
島
に
は
米
軍
の
電
波
探

知
基
地
が
あ
り
、
あ
る
日
、
私
の

乗
っ
て
い
た
車
と
米
軍
の
車
が
正

面
衝
突
し
、
大
腿
骨
を
複
雑
骨
折

す
る
大
け
が
を
負
い
ま
し
た
。
当

時
、
米
政
府
は
沖
縄
を
占
領
統
治

し
て
い
て
、
沖
縄
は
「
日
本
」
で

は
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
沖
縄
に
あ
る
米
軍

の
病
院
に
搬
送
・
手
術
、
そ
し

て
東
京
の
日
赤
中
央
病
院
へ
の

転
院
に
至
る
ま
で
、
全
て
米
軍
が

や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
転
院
後

に
、
日
赤
中
央
病
院
の
主
治
医
の

先
生
と
、
被
爆
当
時
に
朝
鮮
の
方

か
ら
牛
の
血
を
も
ら
っ
た
話
を
す

る
と
、
牛
の
血
は
死
滅
し
た
細
胞

を
再
生
す
る
最
大
の
特
効
薬
で
あ

り
、
そ
の
お
か
げ
で
ケ
ロ
イ
ド
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

朝
鮮
の
方
は
、
日
本
の
こ
と
を
よ

く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
私
の
こ
と
を
助
け
て
く
れ

ま
し
た
。
米
軍
と
事
故
に
遭
っ
た

と
き
に
は
、
人
命
救
助
を
最
優
先

し
、
日
本
人
で
あ
る
私
を
す
ぐ
に

病
院
に
搬
送
し
て
き
ち
ん
と
治
療

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
と
い
う
も
の
は
本
当
に
愚

か
で
す
が
、
平
時
に
は
、
国
境
は

関
係
な
く
人
間
は
人
を
助
け
て
く

れ
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
多
く
の

方
々
に
助
け
ら
れ
て
、
私
は
今
日

ま
で
元
気
で
い
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
相
手
を
思
い
や
る
気
持

ち
を
素
直
に
表
現
で
き
る
世
の
中

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

安芸高田市原爆被爆者友の会　会長

玉
たま

川
がわ

 祐
ゆう

光
こう

さん（82 歳・向原町）

　1945（昭和 20）年 8 月 6 日、8 時 15 分。エノラ・ゲイ
から投下され上空 600 メートルでさく裂した原子爆弾は、一
瞬で広島を焼野原にし、多くの命を奪いました。
　そのとき、何があり、その後、どのようなことを感じたの
か――。体験と思いを語る、証言と手記から、被爆の実相に
迫りました。

　原爆が投下された時、美土里町出身で当時、吉田高等女学校 2 年生だった尾田（旧姓：津田）  久美子さんは、吉田町吉田
新町にいました。トラックに乗って多くの罹災者が搬送されてくる状況や、吉田病院で救護に当たった時の様子などを、詳
しく手記に記されています。

撮影：陸軍船舶司令部写真班
提供：広島原爆被災撮影者の会

撮影：松重 三男
提供：広島原爆被災撮影者の会

撮影：川本 俊雄
提供：川本 祥雄

背全面に火傷を負う若い兵士 負傷者を郊外に運ぶトラック

中国新聞社屋上から東方向を望む

本川国民学校校庭と思われる死体の火葬場

撮影：中田 左都男
提供：広島平和記念資料館

撮影：米軍　　提供：広島平和記念資料館

米軍機より撮影したきのこ雲

あの日を語る

※画像、内容の無断利用はかたくお断りします
Copying photos and sentences without permission is prohibited.
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江の川

山

庭

納屋離れ 母屋

池

爆弾落下個所

＜中森 尚一さん宅＞

松夫さん宅

ＪＲ三江線
船佐

国道 375 号
江の川

７名が亡くなった
中森尚一さん宅

ＪＲ芸備線

国道 54 号

安
芸
高
田
市

高
宮
町

三
次
市

長谷

栗屋

拡大図参照

三次市作木町

ＪＲ三江線

山
間
の
地
域
に

落
と
さ
れ
た
6
発
の
爆
弾

　

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
5
月

5
日
朝
5
時
40
分
。米
軍
爆
撃
機「
Ｂ

29
」
１
機
が
飛
来
し
、
落
と
し
た
6

発
の
爆
弾
の
う
ち
の
一
つ
が
中
森 

尚し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
宅
前
庭
を
直
撃
。
母
屋
・

納
屋
を
焼
失
し
、
当
日
た
ま
た
ま
里

帰
り
を
し
て
い
た
長
女
と
孫
娘
を
含

む
家
族
7
名
が
そ
の
犠
牲
と
な
り
ま

し
た
。

「
当
時
は
、『
飛
行
機
が
飛
ぶ
ブ
ー
ン

と
い
う
音
が
聞
こ
え
た
ら
手
で
耳
を

ふ
さ
い
で
腹
を
地
に
つ
け
な
さ
い
』

と
習
っ
て
い
た
か
ら
、
Ｂ
29
が
飛
来

し
て
き
た
と
き
は
そ
う
し
て
い
ま
し

た
。
お
じ
さ
ん
（
中
森 

尚
一
さ
ん
）

が
『
飛
行
機
が
通
り
よ
る
で
、
き
よ

る
で
』
と
言
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ガ
ラ
ガ
ラ
と
い

う
大
き
な
音
の
後
に
、
ド
カ
ー
ン
と

い
う
猛
烈
な
音
が
し
て
、
見
て
み
る

と
、
家
は
跡
形
も
な
く
、
周
囲
は
火

の
海
で
し
た
。
そ
し
て
、
お
じ
さ
ん

や
お
ば
さ
ん
が
、
家
の
周
囲
に
倒
れ

て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
、
ほ
ぼ
即
死

で
し
た
」

と
語
る
の
は
、
当
時
、
爆
撃
を
受
け

た
中
森
宅
の
隣
に
住
ん
で
い
た
中
森　

松
夫
さ
ん
。「
火
葬
場
が
近
く
に
あ

り
、
そ
こ
に
ご
遺
体
を
並
べ
て
、
木

を
叩
き
割
っ
て
積
ん
で
、
藁
を
か
け

て
、火
を
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
際
は
、

お
坊
さ
ん
を
呼
ん
で
、
お
経
を
あ
げ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

爆
弾
は
、
旧
船
佐
村
字
船
木
長
谷

（
現
三
次
市
）
の
鳴な
っ

瀬せ

堰え
ん

堤て
い

か
ら
所

木
対
岸
の
旧
発
電
所
（
現
三
次
市
作

木
町
）
に
至
る
１
㎞
に
及
ぶ
江
の
川

両
岸
に
3
発
ず
つ
、
計
６
発
が
ほ
ぼ

２
～
３
０
０
ｍ
の
間
隔
で
投
下
さ
れ

ま
し
た
。
爆
弾
投
下
の
要
因
は
、
近

く
に
あ
っ
た
水
路
（
堰
堤
）
か
発
電

所
を
狙
っ
た
と
い
う
説
や
、
飛
来
し

た
Ｂ
29
は
写
真
偵
察
ま
た
は
気
象
偵

察
が
目
的
で
、
そ
の
帰
り
に
爆
弾
を

落
と
し
て
帰
っ
た
と
い
う
説
、
5
月

5
日
同
日
に
あ
っ
た
呉
市
の
広
に
あ

る
軍
隊
直
属
軍
需
工
場
へ
の
空
襲
に

行
っ
た
一
機
が
単
機
で
行
動
し
た
と

い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
軍
機
に
よ
る
県
内
の
空

襲
は
、
広
島
の
原
爆
ま
で
に
45
回
あ

り
ま
し
た
が
、
爆
撃
は
、
広
島
・
呉
・

福
山
に
集
中
し
て
お
り
、
中
国
山
地

で
は
船
佐
が
唯
一
の
被
災
地
と
な
り

ま
し
た
。

原
爆
や
広
島
県
空
襲
ほ
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
船
佐
空
襲

　
「
8
月
6
日
に
原
爆
が
落
ち
た
と

い
う
こ
と
は
、
広
島
に
住
む
人
間
な

ら
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
が
、
高
宮
町

で
こ
の
よ
う
な
爆
撃
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
地
元
で
も
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
」

と
言
う
の
は
、
船
佐
空
襲
を
調
べ
、

小
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
授
業

で
、
平
和
学
習
の
先
生
も
務
め
て
い

る
築
地 

昭
二
さ
ん
。
少
し
ず
つ
調

査
を
進
め
、
空
襲
の
事
実
を
伝
え
て

い
ま
す
。

「
船
佐
空
襲
の
こ
と
は
、『
高
宮
町
史
』

や
警
察
が
残
し
た
戦
災
の
記
録
な
ど

に
し
か
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
献

は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
当
時
空
襲
を
間
近
に
見
た

知られざる　船佐空襲
―犠牲になった　7 名の尊い命―

中
なか

森
もり

 松
まつ

夫
お

さん（83 歳・高宮町）

築
つき

地
じ

 昭
しょう

二
じ

さん（79 歳・高宮町）

爆弾が落ちたとされる場所

戦
争
に
よ
り
親
を
失
う
子
が
い
る

（
尚
一
さ
ん
の
息
子
）
中
森 

五
郎
さ
ん
か
ら

　

当
時
の
私
は
海
軍
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
５
月
に
、
東
シ
ナ
海
方
面

か
ら
佐
賀
県
の
唐
津
基
地
に
戻
っ
た

時
、
い
つ
も
き
て
い
た
便
り
が
１
つ

も
な
か
っ
た
の
で
、
お
じ
さ
ん
に
家

族
に
何
か
あ
っ
た
の
か
と
便
り
を
出

し
た
ら
、
み
ん
な
爆
撃
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
、と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
、
す
ぐ
家
に
帰
る
こ
と

は
叶
わ
ず
、
終
戦
ま
で
家
に
帰
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
広
島
に
帰
っ
て
み
る

と
一
面
焼
野
原
で
し
た
が
、
芸
備
線

に
乗
っ
て
み
る
と
、
日
常
の
風
景
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
、
家
族
み
ん
な
元
気
で
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

帰
る
と
、
家
族
が
亡
く
な
っ
た
現
実

を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
一
時
は
死
を

覚
悟
し
ま
し
た
が
、
自
分
が
立
ち
直

ら
な
か
っ
た
ら
い
け
な
い
ん
だ
、
と

思
っ
て
、こ
つ
こ
つ
と
、何
も
な
か
っ

た
状
態
か
ら
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

外
国
の
戦
争
を
テ
レ
ビ
で
見
る
た

び
に
、
戦
争
に
よ
り
、
親
を
失
う
子

が
い
る
と
感
じ
ま
す
。
戦
争
は
、
私

た
ち
市
民
の
生
活
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

に
し
ま
す
。

米軍爆撃機「B29」
所蔵：米国立公文書館　提供：工藤 洋三

空襲の事実を記す看板の前で説明をする
中森さん（左）と築地さん（右）

1945（昭和 20）年 5 月 5 日。終戦の年。山あいの地域に、米軍爆撃機「Ｂ 29」から、6 発の爆弾が落とされ、
その１つが民家に直撃し、7 名もの尊い命が失われました。

中
森 

松
夫
さ
ん
や
、
旧
船
佐
東
国

民
学
校
に
通
っ
て
い
た
方
々
に
話
を

聞
い
た
り
し
て
、
当
時
の
状
況
を
調

べ
て
い
ま
す
。高
宮
が
空
襲
に
遭
い
、

こ
の
地
で
7
名
も
の
命
が
亡
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
地
元
に
住
む
私

た
ち
は
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
り
、
後
世
に
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

都
市
部
や
軍
需
工
場
を
目
標
に
し

た
空
襲
が
多
い
中
、
疎
開
地
で
も

あ
っ
た
高
宮
町
で
起
こ
っ
た
船
佐
空

襲
。
そ
の
全
容
は
未
だ
掴
め
て
い
ま

せ
ん
が
、
ま
ず
は
、
戦
争
に
よ
り
尊

い
命
を
無
く
し
、
家
族
を
亡
く
さ
れ

た
方
が
い
る
と
い
う
事
実
を
知
り
、

戦
争
が
も
た
ら
す
も
の
は
一
体
何
な

の
か
、
考
え
て
み
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多くの方々に
船佐空襲のことを
知ってもらいたい――

家は跡形もなく、
周囲は火の海でした――

広域地図拡大図

（上から）爆撃でページが破れた『御文章』と爆弾の破片
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被爆体験伝承者

山
やま

村
むら

 法
のり

恵
え

 さん（64 歳・甲田町）

平和への思いを伝承する慰霊碑の前で手を合わせる山村さん

国立広島原爆死没者追悼平和祈念館で
行った講話のようす

3
年
間
の
研
修
を
経
て

被
爆
体
験
伝
承
者
に

　

被
爆
体
験
伝
承
者
と
し
て
、
被
爆
体

験
証
言
者
の
体
験
や
平
和
へ
の
思
い
を

伝
え
る
た
め
、
平
和
記
念
資
料
館
な
ど

で
講
話
活
動
を
行
っ
て
い
る
山
村 

法

恵
さ
ん
。
山
村
さ
ん
が
こ
の
活
動
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
、
定
期
的
に
参
加
し

て
い
る
「
が
ん
患
者
の
集
い
」
で
、
友

人
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
と
言
い

ま
す
。

「
最
初
は
、
研
修
が
3
年
間
あ
る
こ
と

に
最
初
は
驚
き
ま
し
た
が
、
自
分
が
持

つ
平
和
へ
の
思
い
を
伝
え
、
ま
た
原
爆

を
経
験
さ
れ
た
方
々
の
思
い
を
伝
承
す

る
た
め
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

　

研
修
で
は
、
被
爆
の
実
相
に
つ
い
て

の
講
義
や
被
爆
体
験
者
の
聴
講
な
ど
を

行
っ
た
後
、
被
爆
体
験
証
言
者
か
ら
被

爆
体
験
を
伝
授
。
そ
の
後
、
了
承
が
得

ら
れ
る
と
、
講
話
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「
多
い
と
き
に
は
、
月
に
半
分
程
度
平

和
記
念
資
料
館
に
来
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
原
稿
の
作
成
の
こ
と
を
考
え
る

と
気
が
遠
く
な
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と

か
書
き
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
和
を
思
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の

活
動
は
続
か
な
い
と
思
い
ま
す
」

平
和
へ
の
強
い
思
い

　

山
村
さ
ん
は
、
ご
両
親
が
被
爆
体
験

を
さ
れ
た
被
爆
２
世
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
平
和
へ
の
強
い
思
い
を
持
っ
て
い

ま
す
。「
日
本
は
世
界
で
初
め
て
原
子

爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
国
な
の
に
、
あ
る

日
テ
レ
ビ
の
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

『
８
月
6
日
は
何
の
日
で
す
か
？
』
と

聞
か
れ
て
『
ハ
ム
の
日
』
と
答
え
た
若

者
を
見
て
、
心
底
情
け
な
く
思
い
ま
し

た
。
な
ぜ
広
島
県
民
が
、
8
月
6
日
を

知
ら
な
い
の
か
、
と
思
い
ま
し
た
」

　

ま
た
、
山
村
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
被

爆
体
験
を
な
か
な
か
話
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
も
、
伝
承
へ
の
思
い
を
強
く
し
た

要
因
の
一
つ
で
し
た
。「
私
の
父
は
、

原
爆
投
下
か
ら
6
時
間
後
に
広
島
市
に

入
っ
て
、
救
護
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
、
駅
で
目
玉
が
飛
び
出
た

状
態
で
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
を
見
て

『
可
哀
相
に
。
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ん
だ
な
』
と
言
っ
た
ら
、そ
の
人
が
『
う

ち
は
ま
だ
生
き
と
る
ん
よ
』
と
言
う
の

を
聞
い
て
、
自
分
の
発
し
た
言
葉
を
後

悔
し
、
も
う
自
分
は
原
爆
の
こ
と
は
話

さ
な
い
、
と
心
に
決
め
た
そ
う
で
す
。

ほ
か
に
も
、
被
爆
体
験
の
こ
と
を
語
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
た
く
さ
ん
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
山
村
さ
ん
は
来
年
、
世
界
各

国
を
巡
る
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
参
加
し

て
、
原
爆
の
こ
と
を
話
す
と
世
界
の
人

が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
す
る
の
か
、
見

て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

戦
争
の
む
ご
さ
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

　

講
話
を
子
ど
も
た
ち
に
す
る
と
き

は
、
な
ん
と
か
気
を
引
き
た
い
、
と
ど

う
し
て
も
考
え
て
し
ま
う
山
村
さ
ん
。

「
講
話
の
合
間
に
原
爆
に
関
す
る
歌
や

自
分
で
作
っ
た
短
歌
を
入
れ
て
、
興
味

を
引
く
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　

そ
し
て
、
山
村
さ
ん
は
、
地
元
の
子

ど
も
た
ち
に
伝
承
講
話
を
行
う
こ
と
を

希
望
し
て
い
ま
す
。「
平
和
に
慣
れ
て

し
ま
う
と
、
８
月
６
日
が
何
の
日
か
聞

か
れ
て
も
『
ハ
ム
の
日
』
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
戦
争
・
被
爆
の
悲
惨
さ
と
、

平
和
の
大
切
さ
は
、
絶
対
に
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
戦
争
の
む
ご
さ
を
知
っ

て
、
そ
の
と
き
に
人
々
が
感
じ
た
痛
み

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

　

平
和
へ
の
強
い
思
い
を
持
ち
、
伝
承

者
と
し
て
被
爆
体
験
を
継
承
し
た
山
村

さ
ん
。「
依
頼
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も

行
き
ま
す
よ
」
と
笑
顔
で
言
う
山
村
さ

ん
は
、
被
爆
の
記
憶
の
風
化
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
平
和
へ
の
思
い
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
た
め
、
日
々
、
活
動
を
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

7 月 4 日（土）、広島市亀山公民館で行われた平和のつどいで、亀山小・亀山南小１・２年生と児童館指導
員約 40 名を前に、当時 13 歳で被爆した被爆体験証言者の松原 美代子さんの被爆体験を話す山村さん。

　被爆者の高齢化に伴い、被爆の体験を話される方が少なくなって
きています。広島市では、原爆の恐ろしさを後世に伝えていくため、
被爆体験証言者の体験を受け継ぎ、それを伝える被爆体験伝承者を
養成する取組を行われています。
　原爆の悲惨さを伝えていくため、今年の４月から講話活動に取り組
まれている、安芸高田市唯一の被爆体験伝承者、山村 法恵さん。平
和の大切さを訴えるため、活動に取り組む山村さんを追いました。山村さんの講話を熱心に聞く子どもたち被爆体験証言者の松原さんが描かれた絵を

見せながら話す山村さん

平和の大切さは、
絶対に子どもたちに
伝えていかなくては
いけないことだと
思います――
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安
芸
高
田
市
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー

ン
へ
の
誘
導
、
人
口
流
出
を
抑
え
、
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
定
住
促

進
団
地
の
分
譲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
の
方
に
は
、「
安
芸
高
田

市
に
住
め
ー
る
補
助
金
」
等
の
優
遇
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
マ

イ
ホ
ー
ム
の
夢
を
実
現
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
所
在
地

上
甲
立
団
地

　

甲
田
町
上
甲
立
１
２
０
番
地
５ 

他

　
【
残
り
６
区
画
】

■
申
込
期
間

８
月
３
日
（
月
）
～
８
月
31
日
（
月
）

９
時
か
ら
17
時
ま
で
受
付
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
申
込
先

　

安
芸
高
田
市
商
工
会

　
（
吉
田
町
吉
田
９
７
９
―
２
）

　

☎
42
―
０
５
６
０

10 月からスタート！　暮らしに役立つ新制度
マイナンバーが始まります！

総務課  ☎４２－５６１１

安芸高田市定住促進団地分譲のご案内
住宅政策課 ☎ ４７－１２０２

　

企
業
が
社
員
に
代
わ
っ
て
保
険
の

手
続
や
調
書
の
提
出
を
し
た
り
、
保

険
会
社
や
証
券
会
社
が
税
金
の
処
理

を
し
た
り
す
る
と
き
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
勤
務
先
、
保
険
会
社
、

証
券
会
社
な
ど
か
ら「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

医
療
保
険
や
年
金
の
手
続
を
す
る

と
き
、
こ
れ
ま
で
は
住
民
票
や
所
得

証
明
書
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
書
類
を
添

え
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
手
続
を
す
る
と
き
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
あ
れ
ば
、
各
種
書
類
の
提
出

を
し
な
く
て
も
よ
く
な
り
、
手
続
が

簡
単
に
な
り
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
民
一
人
ひ

と
り
が
持
つ
12
桁
の
個
人
番
号
の
こ

と
で
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
社
会
保
障
・
税
制

度
の
効
率
性
・
透
明
性
を
高
め
、
国
民
に

と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公
平
・
公
正
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
で
す
。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

区画

番号

土地

面積 分譲価格

（円）
(㎡ ) ( 約坪数 )

⑤ 251.57 76 2,641,000
⑧ 249.60 75 2,645,000
⑨ 249.52 75 2,644,000
⑫ 250.34 75 2,628,000
⑬ 250.95 76 2,660,000
⑭ 251.25 76 2,663,000

②
⑤
⑧

⑨

⑫
⑬

⑭

済

済

済
済

済
公園

済

済
済

済

済

戦
争
・
被
爆
体
験
を
語
り
継
ぎ

人
権
が
守
ら
れ
た
社
会
を
作
る

　

戦
争
・
被
爆
の
記
憶
を
地
域
で
も

継
承
し
て
い
く
た
め
に
行
わ
れ
て
い

る
、
川
根
平
和
の
灯
の
集
い
。「
こ

の
集
会
は
、
戦
争
・
被
爆
体
験
を
語

り
継
ぐ
活
動
を
継
続
し
な
い
と
、
戦

争
の
記
憶
や
被
爆
の
惨
禍
が
風
化
さ

れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
思
い
と
、
高

宮
町
原
爆
被
爆
者
友
の
会
会
員
の

方
々
の
、
自
分
が
体
験
し
た
経
験
を

後
世
に
語
り
継
い
で
い
く
、
と
い

う
強
い
思
い
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
語
る
の
は
、
川
根
振
興
協
議

会
会
長
の
辻
駒 

健
二
さ
ん
。
会
員

の
方
々
が
高
齢
化
さ
れ
、
以
前
の
よ

う
な
活
動
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
戦
争
・
被
爆
体
験
者

の
皆
さ
ん
の
思
い
を
し
っ
か
り
つ
な

い
で
い
く
た
め
、
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

辻
駒
さ
ん
は
、
戦
争
は
最
大
の
差

別
で
あ
り
、
規
模
は
小
さ
く
て
も
、

自
分
た
ち
が
人
権
活
動
し
て
い
か
な

い
と
、
戦
争
や
差
別
が
な
く
な
る
こ

と
は
な
い
、と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
は
、
人
が
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
社
会
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
平
和

の
灯
の
集
い
は
、
子
ど
も
た
ち
が
成

長
す
る
中
で
、
自
分
達
の
人
権
が
脅

か
さ
れ
た
ら
い
け
な
い
、
と
い
う
こ

と
を
学
ぶ
場
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
川
根
で
は
平
和
の
灯
の

集
い
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
平
和
に
つ

い
て
、
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に

な
っ
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

★
川
根
平
和
の
灯
の
集
い
に
つ
い
て
の

　

お
問
合
せ　

実
行
委
員
会
事
務
局　

　
（
川
根
小
学
校
）
☎
58
‐ 

０
０
０
５

　

川根振興協議会　会長

辻
つじ

駒
こま

 健
けん

二
じ

さん（70 歳・高宮町）

地域で語り継ぐ
　1998（平成 10）年から、毎年 8 月 6 日の夜に行われている「川
根平和の灯の集い」。この集いでは、戦争や被爆体験の語り部や、
戦時中に食べられていた芋粥の試食体験、川根小児童による平和
学習の発表などが行われています。

川根小学校ＰＴＡ　会長
川根振興協議会　事務局長

藤
ふじ

本
もと

 悦
えつ

志
し

さん（43 歳・高宮町）

平和への祈りを込めて火を灯す児童たち

毎年行われている語り部。昨年度は、原爆により家を失った広
島の人々のために、家を建てる活動をされた米国のフロイト・
シュモー氏の絵本の読み聞かせが行われた。

平和の灯の集いが立ち上げられた頃に
作られていた平和の灯のタワー

戦
争
を
乗
り
越
え
て
き
た

か
ら
今
が
あ
る　

　

終
戦
か
ら
70
年
が
経
過
し
、
戦

争
・
被
爆
の
記
憶
の
風
化
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦
争
の

記
憶
を
継
承
し
、
惨
禍
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
、
思
い
出
す
こ
と

が
は
ば
か
ら
れ
る
自
身
の
体
験
を

語
る
方
や
、そ
れ
を
継
承
す
る
方
、

地
域
で
戦
争
体
験
の
継
承
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。

　

平
和
を
築
い
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
若
い
世
代
は
、
戦
争
を
経

験
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
戦

争
や
原
爆
の
歴
史
に
触
れ
る
度

に
、
学
校
で
勉
強
が
で
き
る
、
毎

日
家
族
と
共
に
過
ご
せ
る
幸
せ
を

感
じ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
う
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、
戦

争
、
そ
し
て
原
爆
投
下
と
い
う
苦

難
を
乗
り
越
え
て
き
た
方
々
が
い

た
か
ら
で
す
。
そ
の
こ
と
を
胸
に

刻
み
、
平
和
な
時
代
を
築
い
て
い

く
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
世

代
を
超
え
て
一
人
ひ
と
り
が
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

次世代に平和への思いをつなぐ
　平和の灯の集いには、立ち上げ当初から携わっ
ています。毎年、この集会では、厳かな雰囲気の中、
平和への思いを地域のみんなで共有しています。
　私たちの身近にいる、戦争・被爆を経験された
方々の生の声を聞き、語り継ぎ、次世代につない
でいくことが、今を生きる私たちの責務だと思い
ます。
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子育て世帯臨時特例給付金の手続きはお済ませですか？
子育て支援課 ☎ ４７－１２８３

安芸高田市緊急通報装置（あんしん電話）
設置事業を廃止します

高齢者福祉課高齢者 ☎  ４７－１２８１

■
「
あ
ん
し
ん
電
話
」
が

ご
自
宅
等
に
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

合
併
以
前
よ
り
設
置
を
し
て
お
り
ま

し
た
「
あ
ん
し
ん
電
話
」
に
つ
い
て
、

老
朽
化
に
伴
う
機
器
の
故
障
・
誤
作
動

が
多
発
し
て
お
り
、
平
成
27
年
８
月
末

を
も
っ
て
本
事
業
を
廃
止
い
た
し
ま

す
。
現
在
、
事
業
廃
止
に
向
け
機
器
の

撤
去
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
掲
載
し
て

い
る
写
真
の
よ
う
な
機
器
が
ご
自
宅
等

に
あ
り
ま
し
た
ら
高
齢
者
福
祉
課
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

■
お
太
助
フ
ォ
ン
で
「
あ
ん
し
ん
ボ

タ
ン
」
が
利
用
で
き
ま
す

　

廃
止
す
る
事
業
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
安
芸
高
田
市
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

（
あ
ん
し
ん
電
話
機
能
）
運
営
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
ご

自
宅
に
お
太
助
フ
ォ
ン
が
あ
る
お
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
等
を
対
象
に
、
緊
急

時
に
簡
易
な
操
作
で
消
防
署
へ
通
報
す

る
こ
と
の
で
き
る「
あ
ん
し
ん
ボ
タ
ン
」

を
お
太
助
フ
ォ
ン
の
画
面
上
に
設
定
す

る
も
の
で
す
。
利
用
方
法
等
、
詳
細
に

つ
い
て
は
高
齢
者
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

　

安
芸
高
田
市
緊
急
通
報
装
置
（
あ
ん
し

ん
電
話
）
設
置
事
業
廃
止
後
は
、
あ
ん
し

ん
電
話
に
あ
る
「
非
常
」「
相
談
」
の
各
ボ

タ
ン
は
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ボ
タ

ン
を
押
し
て
も
消
防
署
か
ら
の
応
答
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

安芸高田市職員を募集します
総務課 ☎ ４２－５６１１

　平成 28 年 4 月 1 日採用予定の職員採用資格試験の概要は次のとおりです。学歴は問いません。

詳細については、「試験要項（受験案内）」をご覧ください。「試験要項（受験案内）」は、総務課、総合窓口課及び

各支所にあります。また、市のホームページからもダウンロードできます。

※上記以外の試験を実施する場合には、別途お知らせいたします。

＜お問い合わせ先＞

〒 731-0592　広島県安芸高田市吉田町吉田 791 番地

安芸高田市総務部総務課職員係 TEL：0826-42-5611　FAX：0826-42-4376

試験職種 主な受験資格
採用予
定人員

受付期間
第 1次
試験日

第 1次試験

内　容 場所

一般行政
事務（Ａ）

・平成 6年 4月 2日から
平成 10 年 4 月 1 日まで
に生まれた人

5名
程度

8月 3日 (月 )
～ 8月 31 日 ( 月 )

9 月 20 日 ( 日 )

基礎能力検査
事務能力検査
性格適性検査
面接試験

クリスタル
アージョ

一般行政
事務（Ｂ）

・昭和 55 年 4 月 2 日から
平成 6 年 4 月 1 日まで
に生まれた人

2名
程度

消防吏員

・平成 5年 4月 2日から
平成 10 年 4 月 1 日まで
に生まれた人

・採用後、24 時間勤務が
できる人

・採用後、安芸高田市に
居住できる人

6名
程度

基礎能力検査
性格適性検査
面接試験

②
現
時
点
で
、
市
、
国
、
県
な
ど

が
住
民
の
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や

銀
行
口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
照
会
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　

市
、
国
、
県
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た

り
し
た
ら
、
迷
わ
ず
市
役
所
や
警
察
署

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
方
へ
の
支
援
◆

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
安
芸

高
田
市
へ
避
難
さ
れ
て
お
り
、
事
情
に
よ

り
、
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
登

録
を
移
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
方
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
申
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
安
芸
高
田
市

で
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
の
申
請
を

受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申
出

手
続
き
完
了
後
は
、
平
成
27
年
１
月
１

日
時
点
で
住
民
登
録
が
あ
る
市
区
町
村

に
お
い
て
、
配
偶
者
等
は
申
出
者
に
関

す
る
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
配
偶
者
等

に
対
し
、
申
出
者
の
現
在
お
住
ま
い
の

住
所
等
を
知
ら
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、配
偶
者
等
が
代
理
申
請
し
、

既
に
給
付
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、

市
か
ら
の
支
給
が
で
き
ま
せ
ん
。

臨時福祉給付金の内容をお知らせします
総務課 ☎ ４２－５６１１

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
生
活

支
援
策
と
し
て
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

が
給
付
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
に
、

安
芸
高
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
27
年
度
分
の

市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い

方
。
た
だ
し
、
あ
な
た
を
扶
養
し
て
い

る
方
が
課
税
さ
れ
る
場
合
、
あ
る
い
は

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て

い
る
場
合
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

■
支
給
額

支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
６
千
円

■
申
請
手
続
き

　

８
月
下
旬
頃
よ
り
、
給
付
対
象
者
に

対
し
申
請
書
を
直
接
送
付
す
る
予
定
で

す
。
申
請
書
の
受
付
期
間
は
、
９
月
か

ら
３
か
月
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
臨
時
福
祉
給
付
金
を
装
っ
た
「
振
り

込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
欺
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
◆

　

臨
時
福
祉
給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に

あ
わ
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①
市
、国
、県
な
ど
が　

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
お
願

い
し
た
り
、
給
付
の
た
め
に
手
数

料
な
ど
の
振
込
を
求
め
た
り
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
際
し
、
子
育

て
世
帯
の
家
計
へ
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、

臨
時
的
な
給
付
措
置
と
し
て
「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
、「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」
を
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

６
月
１
日
（
月
）
～
９
月
１
日
（
火
）

■
申
請
手
続
き

　

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給

者
あ
て
に
児
童
手
当
現
況
届
及
び
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請
書
を
同
封
し
、

郵
送
し
て
お
り
ま
す
（
公
務
員
の
方
は
、

所
属
す
る
勤
務
先
が
発
行
し
ま
す
）。

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
書
類
を
添
付
し
、
窓
口
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成
27
年
５
月
31
日
）
に
、

安
芸
高
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
方
で
、
以
下
の
条
件
を
満
た
し

た
方
が
対
象
で
す
。

※
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給

者
（
平
成
27
年
５
月
31
日
に
生
ま
れ
た
児

童
を
養
育
し
て
い
る
受
給
者
を
含
む
）

■
対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
27
年
６
月
分
の
児

童
手
当
の
算
定
対
象
と
な
る
児
童

■
支
給
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
、
３
千
円

■
申
請
に
必
要
な
も
の

（
ア
）
一
般
の
児
童
手
当
受
給
者

　

お
送
り
し
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
児
童
手
当
の
振
込
口
座
以
外
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
必
要

な
書
類
が
あ
り
ま
す
。

（
イ
）
公
務
員
の
児
童
手
当
受
給
者

　

所
属
す
る
所
属
長
が
発
行
す
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
書
類
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
公
務
員
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明
書

②
振
込
先
金
融
機
関
口
座
確
認
書
類

（
平
成
26
年
度
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
市
区
町
村
と
、

平
成
27
年
度
の
申
請
先
市
区
町
村
が
同
一

の
場
合
、
省
略
が
可
能
で
す
）

③
児
童
手
当
の
振
込
口
座
以
外
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
本
人
確
認
書
類
（
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付
き
）、運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し
の
い
ず
れ
か
１
つ
）

※
添
付
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

再
度
提
出
の
お
願
い
を
し
、書
類
が
そ
ろ
っ

て
か
ら
支
給
事
務
の
手
続
き
に
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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準
備
く
だ
さ
い
。

　

設
置
す
る
に
は
農
地
で
な
い
事
な

ど
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
込
み
の
際
に
詳
し
く
説
明
い
た

し
ま
す
。

■
浄
化
槽
設
置
に
伴
う
排
水
設
備
工

事
の
補
助
金
も
あ
り
ま
す

　

今
年
度
は
市
設
置
型
浄
化
槽
を
推
進

す
る
た
め
、
浄
化
槽
設
置
に
伴
う
排
水

設
備
工
事
を
施
工
す
る
場
合
に
補
助
金

が
出
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
の
指
定
工
事
店
が
安

芸
高
田
市
内
の
工
事
店
の
場
合
、
１
件

当
た
り
５
万
円
。
安
芸
高
田
市
外
の
工

事
店
の
場
合
、
１
件
当
た
り
３
万
円
の

補
助
金
が
出
る
制
度
で
す
。

　

他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

込
み
の
際
に
詳
し
く
説
明
い
た
し
ま

す
。

市設置型浄化槽で家を水洗化してみませんか？
上下水道課 ☎ ４７－１２０４

■
市
設
置
型
浄
化
槽
と
は
？

（
浄
化
槽
市
町
村
整
備
事
業
）

　

分
担
金
22
万
円
を
納
付
し
て
い
た
だ

き
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
す
。
た

だ
し
、
浄
化
槽
設
置
に
伴
う
ト
イ
レ
・

キ
ッ
チ
ン
・
風
呂
や
排
水
管
等
の
新
設
・

改
修
費
用
な
ど
は
個
人
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

浄
化
槽
の
使
用
開
始
後
は
市
が
浄
化

槽
を
管
理
し
、
使
用
料
を
徴
収
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

下
水
道
等
の
集
合
処
理
区
域
以
外

で
、
平
成
28
年
３
月
18
日
ま
で
に
５
人

～
12
人
槽
の
浄
化
槽
を
設
置
で
き
る

方
。

■
受
付
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
～

平
成
27
年
12
月
25
日

　

設
置
予
定
基
数
の
１
３
０
基
に
な
り

次
第
、
申
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
受
付
場
所

　

市
設
置
型
浄
化
槽
は
上
下
水
道
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
み
の
際
は
認
印
と
地
籍

図
発
行
の
た
め
手
数
料
３
５
０
円
を
ご

「障害者総合支援法」の対象となる疾病が
３３２に拡大されました

社会福祉課 ☎ ４２－５６１５
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社会福祉課 ☎ ４２－５６１５
　

平
成
27
年
７
月
よ
り
、「
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
（
※
１
）」
の
対
象
と
な

る
疾
病
（
難
病
等
）
が
、
１
５
１
か
ら

３
３
２
へ
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、障
害
者
手
帳（
※

２
）
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
で
も
、
必

要
と
認
め
ら
れ
た
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
（
※
１
）」
の
支
援
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

■
必
要
な
手
続
き

①
対
象
疾
病
（
難
病
等
）
に
罹
患

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
な
ど
）
を

添
付
し
、
社
会
福
祉
課
で
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
障
害
支
援
区
分
の
認
定
や
支
給

決
定
な
ど
の
後
、
必
要
と
認
め
ら

れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
疾
病
（
Ｈ
Ｐ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
すhttp://w

w
w

.

akitakata.jp/ja/shisei/section/

syakaihukusi/e175/

）、
詳
し
い
手

続
き
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
１　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
相

談
支
援
・
補
装
具
及
び
地
域
生
活

支
援
事
業
［
障
害
児
（
18
歳
未
満
）

は
、
障
害
児
通
所
支
援
、
及
び
障

害
児
入
所
支
援
を
含
む
］

※
２　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

ご存知ですか？児童扶養手当
子育て支援課 ☎ ４７－１２８３

■
対
象
児
童

　

所
定
の
診
断
書
ま
た
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
・
療
育
手
帳
の
判
定
に
よ
り
、

手
当
の
級
で
１
級
・
２
級
の
判
定
を
受

け
た
障
害
を
有
す
る
児
童
。

　

満
20
歳
を
迎
え
る
誕
生
日
の
前
日
ま

で
が
支
給
対
象
。

■
支
給
額

　

手
当
級　

１
級
＝
５
万
１
千
百
円

　

手
当
級　

２
級
＝
３
万
４
千
３
十
円

　

い
ず
れ
も
対
象
児
童
一
人
当
た
り
の

月
額
単
価
で
す
。

　

世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
は
、
全

額
支
給
停
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
現
在
受
給
中

の
方
は
、
毎
年
８
月
が
所
得
状
況
届
の

提
出
時
期
と
な
り
ま
す
。

　

書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
９
月
10
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
が

過
ぎ
ま
す
と
、
11
月
期
の
手
当
の
支
払

い
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

お役立てください　特別児童扶養手当
子育て支援課 ☎ ４７－１２８３

　
障
害
の
あ
る
児
童
を
監
護
・
養
育
す

る
保
護
者
が
請
求
で
き
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
資
料
等

必
要
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

①
手
当
の
入
金
を
希
望
す
る
金
融

機
関
口
座
の
通
帳

②
請
求
者
の
認
め
印

③
障
害
の
種
別
ご
と
に
定
め
ら
れ

た
診
断
書
（
左
記
の
手
帳
の
等
級

に
よ
り
、
省
略
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

④
身
体
障
害
者
手
帳･

療
育
手
帳

（
対
象
児
童
が
所
持
す
る
場
合
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

⑤
本
年
の
１
月
１
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
前
住
所
地
の
所
得
証
明
書

⑥
戸
籍
謄
本
・
世
帯
全
員
の
住
民
票

※
申
請
の
受
付
・
相
談
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

世
帯
の
状
況
に
応
じ
て
、
必
要
な
資

料
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
上
記

の
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
者

　

次
の
対
象
児
童
の
説
明
で
、
条
件
に

該
当
す
る
児
童
を
養
育
す
る
世
帯
の
生

計
中
心
者
。

　
母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家
庭
の
父
、

又
は
事
情
に
よ
り
父
母
に
養
育
さ
れ
て

い
な
い
児
童
を
養
育
す
る
方
が
請
求
で

き
ま
す
。

■
母
子
・
父
子
家
庭
と
は

　

離
婚･
行
方
不
明･

拘
禁･

死
別
等

の
事
情
で
、
単
身
の
保
護
者
（
親
以
外

の
祖
父
母
等
親
族
を
含
む
）
等
が
児
童

を
養
育
す
る
世
帯
を
示
し
ま
す
。

（
Ｄ
Ｖ
被
害
等
の
避
難･
別
居
含
む
）

条
件
に
よ
り
、
次
の
方
も
対
象
で
す
。

①
児
童
を
養
育
す
る
世
帯
で
、
配

偶
者
や
本
人
に
年
金
等
が
支
給
さ

れ
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
場
合

②
児
童
を
養
育
す
る
世
帯
で
、
配

偶
者
の
死
亡
等
に
よ
る
遺
族
年
金

の
給
付
を
受
け
て
い
る
場
合

■
申
請
に
必
要
な
資
料
等

基
本
的
な
も
の
は
つ
ぎ
に
な
り
ま
す
。

①
手
当
入
金
を
希
望
さ
れ
る
金
融

機
関
口
座
の
通
帳

②
年
金
手
帳

（
年
金
受
給
者
の
方
は
証
書
等
）

③
請
求
者
の
認
め
印

④
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

　
（
所
持
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）

⑤
本
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
前
住
所
地
の
所
得
証
明
書

⑥
市
外
本
籍
地
の
方
は
戸
籍
謄
本

※
ご
相
談
等
は
随
時
お
受
け
し
ま

す
。
世
帯
状
況
に
よ
り
、
必
要
な

資
料
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
予
め

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
支
給
対
象
者

　

母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家
庭
の
父
・

父
母
か
ら
養
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
児
童
を
養
育
す
る
方
で
、
そ
の
児

童
と
同
居
し
、
生
計
を
共
に
す
る
方
。

■
対
象
児
童

　

満
18
歳
を
迎
え
た
後
の
、
最
初
の
年

度
（
３
月
）
末
ま
で
が
支
給
対
象
。

■
支
給
額

一
世
帯
（
保
護
者
１
人
＋
児
童
１
人
）

当
り
の
基
準
月
額 
＝ 
４
万
２
千
円

※
所
得
の
状
況
で
減
額
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

児
童
２
人
目
の
加
算
額 

＝ 

５
千
円

児
童
３
人
以
降
一
人
当
た
り
の
加
算
額 

＝ 

３
千
円

■
そ
の
他

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
の
方
へ
。
毎

年
８
月
が
現
況
届
の
提
出
時
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で

８
月
31
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
法
務
省
の

呼
び
か
け
に
よ
り
毎
年
7
月
を
強
調
月

間
と
し
て
全
国
的
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
運
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
7

月
2
日
（
木
）、
安
芸
高
田
地
区
保
護
司

会
か
ら
浜
田
市
長
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

安
芸
高
田
市
「
未
給
水
区
域
」
の
解
消
に
挑
戦

　

水
道
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
私
た
ち
市
民

の
生
命
や
日
常
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、
文
化

的
生
活
を
営
む
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い

大
切
な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
安
全
・
安
心
で
安
定
し
た
水
の
供
給
は
、

自
己
水
源
で
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
、
持
続
可
能

な
水
道
事
業
経
営
を
確
立
し
、
普
及
率
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
行
政
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。　

　

本
市
の
水
道
事
業
は
「
水
道
事
業
」「
簡
易
水

道
事
業
」「
飲
料
水
供
給
事
業
」
に
よ
り
実
施
し
、

平
成
27
年
4
月
現
在
に
お
け
る
整
備
率
は
（
整
備

区
域
内
人
口
÷
安
芸
高
田
市
人
口
）
85
・
8
％
、

普
及
率
は
（
給
水
人
口
÷
安
芸
高
田
市
人
口
）

75
・
3
％
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
水
道
普

及
率
97
・
7
％
、
広
島
県
水
道
普
及
率
94
・
2
％

と
比
較
す
る
と
大
変
低
い
状
況
で
す
が
、
全
国
的

に
も
中
山
間
地
域
で
は
普
及
率
が
低
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
に
は
、
美
土
里
町
（
生
田
・
桑
田
・

本
郷
・
北
・
横
田
）、
高
宮
町
（
川
根
・
船
木
・
佐
々

部
・
羽
佐
竹
・
房
後
・
来
女
木
・
原
田
）、
吉
田

町
（
相
合
の
印
内
地
区
）、甲
田
町
（
深
瀬
・
浅
塚
）

の
地
域
の
一
部
で
は
、
水
道
の
未
給
水
区
域
が
存

在
し
、
約
４
、
３
０
０
人
の
市
民
の
み
な
さ
ま
が

生
活
を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
は
、合
併
当
初
、水
利
権
獲
得
・

水
源
不
足
等
に
よ
り
水
道
整
備
を
や
む
な
く
あ
き

ら
め
た
地
域
で
あ
り
、そ
の
代
替
え
と
し
て
、ボ
ー

リ
ン
グ
等
の
費
用
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
未
整
備
地
域
に
お
い
て
も
、
町
境

を
ま
た
い
だ
水
道
水
の
転
用
、
た
め
池
の
有
効
活

用
、
中
道
水
等
の
事
業
展
開
を
図
り
、
未
給
水
区

域
の
解
消
は
行
政
責
務
と
感
じ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
の
簡
易
水
道
事
業

の
補
助
制
度
が
見
直
さ
れ
、
平
成
28
年
度
末
を
目

途
に
水
道
3
事
業
を
統
合
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
水
道
事
業
の
効
率
化
は
無
論
の
こ
と
、
水
利

権
・
水
源
の
運
用
が
可
能
と
な
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

　

本
市
で
は
国
の
動
向
を
見
据
え
先
行
し
て
事
業

を
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
事
業
は
、
平

成
25
年
度
か
ら
の
水
道
事
業
の
包
括
民
間
委
託
と

併
せ
、
既
存
水
利
権
、
農
業
た
め
池
等
、
各
町
の

必
要
水
利
の
実
態
調
査
を
実
施
。
ま
た
ハ
ー
ド
事

業
は
、平
成
25
年
度
か
ら
甲
田
町
上
小
原
（
山
田
）

で
の
水
道
事
業
、
美
土
里
町
横
田
地
区
で
の
簡
易

水
道
事
業
を
実
施
。
こ
れ
ら
は
、
将
来
水
道
水
を

有
効
供
給
す
る
た
め
に
区
域
間
の
連
結
管
路
の
埋

設
整
備
で
あ
り
、
吉
田
～
美
土
里
～
高
宮
間
は
す

で
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
田
～
八
千
代

間
、
吉
田
～
甲
田
間
、
甲
田
～
向
原
間
に
つ
い
て

も
検
討
中
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
3
事

業
統
合
後
に
は
早
急
に
各
給
水
区
域
間
の
連
結
が

必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
持
続
可
能
な
水
道
事
業
経
営
の
も
と

で
、
未
給
水
区
域
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
等
に
よ
る
、
事
業
の
あ
る
べ
き

方
向
性
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
費
用
に
見
合
っ

た
料
金
設
定
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
行

政
は
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
民
間
委
託
等
で
生

じ
た
余
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
全
・
安
心
で
安
定
し
た
水
の
供
給
に
向
け
、

「
未
給
水
区
域
」の
解
消
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

84

中
なか

元
もと

　寿
とし

文
ふみ

さん

担当地区：美土里町（岩倉、宝前、原、寺川、戌谷、
矢賀上、矢賀下）

※民生委員・児童委員には、安芸高田市生活指導員を
委嘱しています。

全国人権擁護委員連合会長表彰　

柳
やな

川
がわ

　淑
よし

子
こ

さん（八千代町）

人権擁護委員表彰民生委員・児童委員が変更とな
りました（任期：平成28年11月30日まで）

平成27年7月1日委嘱
正
しょう

田
だ

　俊
しゅん

郎
ろう

さん（吉田町・新任）
毛
もう

利
り

　宣
のぶ

生
お

さん（美土里町・再任）
辻
つじ

駒
こま

　康
やす

博
ひろ

さん（高宮町・再任）
宮
みや

木
き

　雅
まさ

之
ゆき

さん（高宮町・新任）
中
なか

土
ど

居
い

　博
ひろ

臣
おみ

さん（高宮町・新任）
土
ど

肥
ひ

元
もと

　康
やす

成
なり

さん（向原町・新任）

人権擁護委員に委嘱されました

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担
割
合
は
、
こ
れ
ま
で
1
割
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
平
成
27
年
8
月
利
用
分
か
ら
、
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
方
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
割
合
が
2
割
に
な
り
ま
す
。
現
在
介
護
認
定
を
受
け
て
お

ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
7
月
の
下
旬
か
ら
順
次
「
介
護
保
険
負
担　

割
合
証
」
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

 

◆
負
担
割
合
が
2
割
と
な
る
方

65
歳
以
上
の
方
で
、
合
計
所
得
金
額
（
※
1
）
が
１
６
０
万
円
以
上
あ
り
、
か
つ
実

際
の
年
金
収
入
と
「
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
（
※
2
）」
の
合
計
が
、
単
身
の
場
合

２
８
０
万
円
以
上
、
同
世
帯
（
※
3
）
に
65
歳
以

上
の
方
が
お
ら
れ
る
場
合
は
合
わ
せ
て
３
４
６
万

円
以
上
と
な
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
※
1
）
収
入
か
ら
公
的
年
金
等
控
除
や
給
与
所
得
控
除
、
必

要
経
費
を
控
除
し
た
後
で
、
基
礎
控
除
や
人
的
控
除
等

の
控
除
を
す
る
前
の
所
得
金
額
を
い
い
ま
す
。

（
※
2
）
合
計
所
得
金
額
か
ら
、
年
金
の
雑
所
得
を
除
い
た
所

得
金
額
を
い
い
ま
す
。

（
※
3
）
住
民
基
本
台
帳
上
の
世
帯
を
指
し
ま
す
。

 

◆
高
額
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
払
っ
た
と
き

1
か
月
の
間
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
支　

払
っ
た
自
己
負
担
額
が
一
定
の
額
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
額
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
こ
の
一
定

の
額
を
「
自
己
負
担
限
度
額
」
と
い
い
ま
す
。

（
下
表
参
照
）

す
こ
や
か
介
護	

　【
一
定
以
上
所
得
の
あ
る
方
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
時
の
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま
す
】

高
齢
者
福
祉
課
☎
47
‐
１
２
８
１

所得区分 自己負担限度額
（月額）

 現役並み所得相当（※ 4） 44,400 円（世帯）
 一般（市県民税課税世帯 37,200 円（世帯）
 市県民税非課税世帯 34,600 円（世帯）

年金収入 80 万円以下他（※ 5） 15,000 円（個人）

（※ 4）住民税課税所得が 145 万円以上で、かつ同一世帯内の第 1
号被保険者の収入が、1人のみの場合 383 万円以上、2人以上の
場合 520 万円以上ある方をいいます。
（※ 5）年金収入 80 万円以下である場合のほか、老齢福祉年金受
給者、生活保護受給者である場合が含まれます。

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成27年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

44件

2人

57人

55件

0人

88人

－11人

＋2人

－31人

死 者 数

負傷者数

H27.6末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

交通死亡事故発生
日時　６月22日（月）午前8時40分頃
場所　甲田町高田原　県道　世羅甲田線
状況　ゆるやかなカーブの道路で、普通乗用車と中型

貨物自動車が正面衝突し、普通乗用自動車を運
転中の62歳男性が死亡

☆広島県警では、「年間交通事故死者数90人以下」の達成に向けて
「なくそう交通死亡事故・アンダー 90作戦」をキャッチフレー
ズに交通死亡事故抑止に向けた取組を展開しています。
　～　皆　様　の　ご　協　力　を　お　願　い　し　ま　す　～

　広島県警察では県民の期待と信頼に応えるため、県民を守る人材を広く求めています。

■資格

　平成28年３月に大学卒業見込の方はもちろん、既卒者、社会人経験者も

受験可能です。今回は高校3年生も受験ができます。

■受付期間

　7月3日(金) ～ 8月28日(金)　　

警察官募集　～人を守る仕事を一生の仕事に～

○管内交通事故の特徴（6月）
・脇見による追突事故（信号待ち）
・交差点における出会い頭事故
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　

国
民
健
康
保
険
税（
保
険
税
）

の
税
率
は
、
毎
年
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

保
険
税
は
、
医
療
給
付
費

分
・
後
期
高
齢
者
支
援
金
分（
支

援
金
分
）・
介
護
納
付
金
分
を

そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
合
計
し
た
額

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

医
療
給
付
費
分
は
、
そ
の
年

度
に
予
想
さ
れ
る
医
療
費
か
ら

病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担

金
や
国
か
ら
の
負
担
金
な
ど
を

差
し
引
い
た
残
り
の

額
を
も
と
に
算
定
し

ま
す
。

　

本
年
度
は
医
療
給

付
費
分
・
支
援
金

分
・
介
護
納
付
金
分

の
税
率
を
据
え
置
き

と
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
地
方
税
法

の
改
正
に
よ
り
、
一

世
帯
当
た
り
の
課
税

限
度
額
が
、
医
療
給

付
費
分
51
万
円
か
ら

52
万
円
に
、
支
援
金

分
16
万
円
か
ら
17
万

円
に
、
介
護
納
付
金

分
14
万
円
か
ら
16
万

円
に
変
わ
り
ま
し

た
。
同
時
に
保
険
税

の
軽
減
対
象
世
帯
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
が
決
ま
り
ま
し
た

�

税
務
課　

４
２－

５
６
１
４

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

（ひとり分　エネルギー：85kcal、塩分：1.5g）

材料（2人分）
ズッキーニ� …………………200g
もやし� ………………………200g
しょうゆ�……………………大さじ2
砂糖�……………………大さじ1/2
みりん� …………………大さじ1/2
酒�………………………大さじ1/2
白すりごま�…………………大さじ1
ごま油� ……………………小さじ2

作り方
①ごま油を熱し、５cm長さの細切りにしたズッキーニと
もやしをしんなりするまで炒める。
②調味料を加え、汁気がなくなるまで炒める。
③仕上げにすりごまをふり混ぜる。

安芸高田市食生活改善推進協議会
美�土�里�支�部

私たちが紹介します♪

夏バテ対策の水分補給　　

毎月19日は 食育の日

　夏場は、熱中症が心配され、水分補給が重要になります。しかし、
水分の取り方によっては食欲が低下し、夏バテを起こす可能性が
あります。食欲を低下させない食事による上手な水分補給につい
て、ご紹介します。
☆寝ている間に汗をかき、失われた水分と塩分を朝食で補給します。
　野菜スープはビタミンも一緒にとることができるのでお薦めです。
☆夏が旬の野菜は、水分を多く含んでいるので積極的に使いたい
食材です。水やお茶だけでなく食事からも水分補給をしましょう。
☆油の多い食事は胃腸の疲れの原因になります。夕食には和食
の献立がお薦めです。温かい味噌汁での水分補給は、冷房で
冷えた体を温めます。

ズッキーニのゴマきんぴら

 

今月の食材

ズッキーニ

食
生
活　
「
食
の
大
切
さ
を
考
え
な
が
ら
お
い
し
く
・ 

　
　
　
　

 　
　
　

楽
し
く
・
き
ち
ん
と
食
べ
よ
う
！
」

８や

月
31
日
は
野
菜
の
日

　
「
や
（
８
）
さ
（
３
）
い
（
１
）」
の
語
呂
合
わ
せ
か

ら
、
全
国
青
果
物
商
業
協
同
組
合
連
合
会
を
は
じ
め
９
団
体
の
関
係
組

合
が
、
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
に
制
定
し
た
記
念
日
で
す
。

　

栄
養
た
っ
ぷ
り
な
野
菜
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
野
菜
の

Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
夏
バ
テ
で
食
欲
が
な
く
な
っ
て
い
る
方
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
ん
な
と
き
こ
そ
し
っ
か
り
野
菜
を
と
っ
て
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

厚
生
労
働
省
の
食
生
活
指
針
で
は
、
15
歳
以
上
の
人
は
、
１
日
あ
た
り

３
５
０
グ
ラ
ム
以
上
を
摂
取
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
こ
の
う
ち
人
参
や

ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ほ
う
れ
ん
草
と
い
っ
た
緑
黄
色
野
菜
は
１
２
０
グ
ラ

ム
以
上
を
摂
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

6
月
7
日
（
日
）
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
に
お
い

て
、「
み
ん
な
の
食
育
川
柳
」
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ

ろ
１
，
５
６
５
件
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
健
康
あ
き
た
か
た
21
】

「
み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち
」

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 27,362 25,684 11

退職本人 28,789 29,135 11

退職扶養 23,000 25,921 9

全被保険者 27,408 25,811 8

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成27年4月診療分
１人当り医療費（単位：円）

【インフォメーション】

健康あれこれ

断酒会

広島断酒ふたば会　中田克宣

� 090-4802-1865

　自分や家族のお酒の問題で悩んでいません

か？お気軽にご相談ください。

※詳しい内容はお問合わせください。

8月7日（金）　18：30～20：30

ふれあいプラザ向原

8月10日（月）・�8月21日（金）　19：00～21：00

　8月23日（日）　13：30～15：30

吉田人権会館

移動献血のお知らせ�
� （400mL献血）

8月7日（金）10：00～11：30（午前のみ）

安芸高田市民文化センター

　（クリスタルアージョ）

8月7日（金）13：00～15：00（午後のみ）

湧永製薬株式会社

たかみや湯の森温泉ウォーキングプール健康教室
� 保健医療課　 ４２－５６３３

　水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことがで
き、普段使わない筋肉の回復や維持、増進を図ることができます。

コ ー ス 肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース
（１０時～１１時）

体脂肪燃焼
コース

（１9時～2０時）

対　 象 美土里・高宮
地域の方

向原・甲田
地域の方

八千代・吉田
地域の方 市内全域

と　 き

９月１4日～
　１１月２日
毎週月曜日

９月１7日～
　１０月29日
毎週木曜日

９月１8日～
　１０月３０日
毎週金曜日

９月１7日～
　１０月29日
毎週木曜日

午前１０時～１１時　７回コース
※希望者には無料で送迎があります。
※定員に余裕があれば対象地域以外か
らも参加できます。
　ただし、送迎はありません。

１9時～2０時
７回コース

申込期限 ８月１日（土）～８月25日（火）

と こ ろ たかみや湯の森温泉ウォーキングプール

定 員 17名(定員を超える場合、新規申し込みの方を優先
とさせていただきます)

参 加 費 3，500円（温泉プール利用料１回につき500円は別料金）

申 込 先 たかみや湯の森　 ５９－００５９

計算の内容 税率及び税額
医療分 支援金分 介護分

所得割 7．5％ 1．6％ 2．3％
資産割 17．0％ 11．0％ 12．0％
均等割 28，400円 7，200円 11，000円
平等割 21，000円 5，400円

5，800円（※特定世帯） （10，500円） （2，700円）
（※特定継続世帯） （15，750円） （4，050円）
課税限度額 ５2０，０００円 17０，０００円 16０，０００円

平成27年度　国民健康保険税　税率表

軽減基準表

※特定世帯とは、後期高齢者医療制度に移行したことにより、国民健康保険の
被保険者が１人となる世帯で、５年が経過するまでの世帯です。
※特定継続世帯とは、後期高齢者医療制度に移行したことにより、国民健康保
険の被保険者が１人となる世帯で、５年経過以後の３年の間にある世帯です。

軽減区分 世帯主及び被保険者の前年中の所得の合計

改
正
前

７割軽減 33万円�以下の世帯

５割軽減 33万円＋24万5千円×（被保険者数および
特定同一世帯所属者)�以下の世帯

２割軽減 33万円＋45万円×（被保険者数および特定
同一世帯所属者）以下の世帯

改
正
後

７割軽減 33万円�以下の世帯

５割軽減 33万円＋26万円×（被保険者数および特定
同一世帯所属者)�以下の世帯

２割軽減 33万円＋47万円×（被保険者数および特定
同一世帯所属者）以下の世帯

さ
い
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置いて
いますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。小
さいお子様と保護者のための場所です。小学生以上の利用
は、ご遠慮ください。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：３０～１7：１5

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■人数や季節等により時間が前後する場合がありますので
ご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを
連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。
子育て支援センター（ 47－１28３）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、�家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。�お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。�

〈電話での相談も受け付けています〉
■受付時間　月曜日～金曜日　8：３０～１7：１5
子育て支援センター（ 47-１28３）

と　　き と こ ろ 内　　容
８月2０日（木）�

１０：００～１０：１5　受付�
１０：１5～１０：45　活動

クリスタルアージョ　１階�
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会�
＊対象年齢
　２～４歳児

８月28日（金）�
１０：００～１０：１5　受付�
１０：１5～１１：００　活動

吉田運動公園�
エアロビクス室�
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　０～１歳児

月日・受付時間 対　　象 会　場
８月６日（木）
１３:００～１３:１5

３歳児健康診査
・H24年２月生まれ 保健センター

８月2０日（木）
１３:００～１３:１5

１歳６か月児健康診査
・H26年１月生まれ 保健センター

８月27日（木）
１３:００～１３:１5

乳児健康診査
・H26年10月生まれ 保健センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。
※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医
療課（ 42－5633）までご連絡ください。

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、�お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。�そのかたわらで、�お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。�
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

川根ほたるまつりでしゃぼん玉を吹く女の子
（6月2０日（土）撮影）

育児相談・４か月児相談・２歳６か月児相談・おっぱい相談

月日 受付時間 主な対象町 会場 相談内容 お　知　ら　せ

８
月
７
日
（
金
）

１０:００～
１１:３０

吉田町

保
健
セ
ン
タ
ー

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※4か月児相談、2歳6か
月児相談の対象児には個
人通知します。

【対象】4か月児相談は平
成27年4月生まれ。
　2歳6か月児相談は平成
25年2月生まれ。
※内容：身体計測・食生活・
歯・育児全般における相
談。
※現在使用している歯ブラ
シをご持参ください。

※午後の相談会では、『おっ
ぱい相談』も行います。
希望の方は、事前に保健
医療課へお申込みくださ
い。（ 42－5633）

１３:００～
１4:３０

吉田町
美土里町
高宮町

８
月
2１
日
（
金
）

１０:００～
１１:３０

甲田町

１３:００～
１4:３０

向原町
八千代町

各相談日の対象町以外でもご相談をお受けできます。事前に保健医療課（ 42-56３３）までご連
絡ください。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

８月28日（金）
１０：００～１２：００

クリスタルアージョ
101

８月１８日

～

８月２５日

★生後5か月児～
8か月児とその
家族

保護者エプロン

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ ４２ー５６３３）へお申し込みください。
受付時間は８：30～17：00、土日祝は除く
Email��:��sukusuku@city．akitakata．lg．jp
メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申し込み」と入力して、本文にお子さ
んの名前、月齢、アレルギーの有無、きょうだい参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力し
てください。

すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　離乳食を楽しく学んでクッキング♪�　1食分を実際に試食してみましょう!!

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
８月４日（火）�
１０：００～１１：３０ 吉田保育所 園 庭 開 放

８月４日（火）�
　9：３０～１１：００ かわね保育園 園 庭 開 放

８月５日（水）�
　9：３０～１１：００ ふなさ保育園 園 庭 開 放

８月１１日（火）�
１０：００～１１：３０ 吉田保育所 園 庭 開 放

８月１１日（火）�
　9：３０～１１：００ くるはら保育園 園 庭 開 放

８月１8日（火）�
１０：００～１１：３０ 吉田保育所 園 庭 開 放

８月１8日（火）�
１０：００～１１：３０ 小原保育所 園 庭 開 放

８月１9日（水）�
　9：45～１１：００ 甲立保育所 園 庭 開 放

８月2０日（木）�
１０：００～１１：３０ 小田東保育所 園 庭 開 放

８月2０日（木）�
　9：３０～１１：００ みどりの森保育所 園 庭 開 放

８月2０日（木）�
１０：００～１１：３０ 向原こばと園 園 庭 開 放

８月25日（火）�
１０：００～１１：３０ 吉田保育所 園 庭 開 放

８月26日（水）�
　9：３０～１１：３０ 入江保育園 園 庭 開 放

８月26日（水）�
１０：３０～１１：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
８月27日（木）�
１０：００～１１：３０ みつや保育所 体 験 入 園

８月28日（金）�
１０：００～１１：３０ 吉田幼稚園 お た の し み 会

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６

（ ）

【乳幼児健康教室】
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みんなで楽しく、元気に交流!!
第12回安芸たかた障害者ふれあいスポーツ交流会
　6月14日（日）、吉田運動公園体育館で、障
害のある方々がふれあう場として交流会が開催
され、約300人が参加されました。
　参加された方々は、体育館の熱気の中、玉運
びやパン食い競争などたくさんの競技に出場さ
れ、会場内には、梅雨のジメジメ感を吹き飛ば
すような、元気で明るい歓声が飛び交いました。
　なお、今回の大会にも吉田高校の生徒のみな
さんをはじめ、多くのボランティアの皆さんの
ご協力をいただきました。

今年もボランティアで学校・保育園を補修
県建設労働組合　住宅デー
　6月21日（日）に広島県建設労働組合第11地域
連合三次高田地区の皆さんにより美土里中学校・
みどりの森保育所、6月28日（日）に同労働組合
の甲田地区の皆さんにより甲立保育所・小原保育
所の補修ボランティア作業が行われました。
　屋根の塗装、各教室の引き戸調整、美術室の作
業台など、施設の様々なところを修理・リニュー
アルされ、子どもたちが日々過ごす校舎・園舎が
より過ごしやすくなりました。

ようきんちゃった！
市内各地でほたるまつりを開催
　6月13日（土）に八千代ホタルまつり、保垣ほたる・かじか
祭りが、6月20日（土）に川根ほたる祭りが開催されました。
　川根ほたる祭りでは、当初はあいにくの天候でしたが、
梶矢神楽団の舞が始まる頃には曇りとなり、灯篭にも火が
灯されました。詰めかけた方々は、地域振興会が出店した
屋台などで、川根の味に舌鼓を打ち大変満足！子どもたち
も浴衣姿で駆け回り、全身で川根の自然を受け止めている
ようでした。残念ながら私の腕が悪く、蛍の写真は納めら
れませんでしたが、雨が上がった後の蛍の美しさはとても
幻想的なものでした。

地域の知×最新技術⇒減災力UP!
山地災害から地域を守る集い
　広島県森林協会主催の「山地災害から地域を守る集い」が
６月21日（日）にクリスタルアージョで開催され、県内か
ら自主防災組織関係者など約150名が参加しました。
　国立研究開発法人　森林総合研究所の大

だい

丸
まる

�裕
ひろ

武
む

さんが
「土砂災害は昔から繰り返し発生している。まず一人ひと
りが地域をよく知ること、そしてインターネットなどの最
新技術を活用することが、減災力の向上につながる」など
と講演をされました。
　また、高宮町佐々部の自主防災組織「上佐一心会」代表　
清
しみず

水�盤
いわお

さんから、活動事例の発表がありました。

毎月第３金曜日、お店オープン!!
福祉施設手作り製品販売会

　毎月第３金曜の11時～13時、クリスタル
アージョに、お菓子や布製品等が並びます。
　6月19日（金）、クリスタルアージョに、
福祉施設の手作り製品のお店が開店し、市職
員や来館者で賑わいました。当日は、作った
方達が直接販売され、製品製作について話を
聞いたりいろいろな会話をしながら購入でき
ました。
　次回は、8月21日（金）の予定です。この
機会に是非ご来店ください。

微笑みを忘れない美しい心を伝える
ファミリーミュージカル　シンデレラ

　７月５日（日）、クリスタルアージョで、ファミリーミュージカ
ル「シンデレラ」公演が行われました。
　継母や姉に意地悪をされながらも、健気で美しい心を忘れず幸
せを掴んだシンデレラ。ミュージカルは、演技・歌・バレエなど見
どころ満載で、出演者が会場の皆さんに質問をしたり、一緒に手
拍子をしたりするなど、来場者も一緒に参加する場面もありまし
た。自分にとっての幸せとは何なのか、考えさせられるシーンも
あり、子どもから大人までミュージカルを楽しみました。

家庭でもできる！シカの燻製作り
第４回�燻製教室
　６月27日（土）、市野生鳥獣食肉処理加工施設（高宮町旧
ニュージーランド村内）にて、第４回燻製教室が開催されま
した。年に１度のこの教室は、家庭でも作りやすいレシピで
あることと、シカ肉の燻製を作ることが出来るとあって、毎
年大好評。今回も30名の募集に倍以上の応募がありました。
　近年、シカ・イノシシ等の野生の鳥獣による農作物被害が
増加しています。主催者の市地域振興事業団は、ジビエ料理
の普及により、少しでもその被害を減らすこと、また地域の
資源を有効活用することを願って本教室を開催されていま
す。
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エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具�

自
主
回
収
の
お
知
ら
せ

　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
製
の

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
一
部
に

お
き
ま
し
て
大
き
な
音
を
伴
う
破
裂
事

故
等
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
か
ら
自
主
回
収
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
い
ま
だ
に
破
裂
事
故
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
対
象
の
商
品
】

ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
Ｋ
Ｔ

Ｆ
Ｍ
ボ
ー
イ
Ｋ

の
２
種
類
で
製
造
ロ
ッ
ト
番
号
に
該
当

す
る
も
の
で
す
。

　

該
当
製
品
を
発
見
さ
れ
た
際
は
次
の

方
法
で
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

①
安
全
ロ
ッ
ク
に
リ
ン
グ
が
つ
い
て
い

な
い
も
の
は
、
安
全
ロ
ッ
ク
の
ノ
ズ

ル
先
端
を
ま
っ
す
ぐ
に
引
き
起
こ

し
、
完
全
に
ち
ぎ
り
と
る
。

②
レ
バ
ー
を
握
り
、
バ
ケ
ツ
な
ど
に
全

量
放
射
。

③
残
ガ
ス
を
完
全
に
抜
く
。

④
空
容
器
は
、
か
ん
類
と
一
緒
の
袋
に

入
れ
て
処
分
す
る
。

※
該
当
商
品
を
お
持
ち
で
廃
棄
処
分
に

関
し
て
お
困
り
の
方
は
ヤ
マ
ト
プ
ロ

テ
ッ
ク
株
式
会
社
お
客
様
相
談
窓
口

（
０
１
２
０－

８
０
１－

０
８
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
の
事
故
か
ら
尊
い
命
を
守
ろ
う

　

本
格
的
な
夏
の
暑
さ
が
や
っ
て
く
る

8
月
は
、
河
川
や
プ
ー
ル
な
ど
に
出
か

け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
お
ぼ

れ
て
救
急
搬
送
さ
れ
た
り
と
、
海
・
河

川
・
プ
ー
ル
な
ど
で
の
水
に
よ
る
事
故

が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

■
河
川
や
プ
ー
ル
等
で
の
水
の
事
故
を

防
ご
う
！

　

水
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
場
所
で

は
、
河
川
が
約
50
％
、
プ
ー
ル
が
約

40
％
と
高
い
割
合
を
占
め
て
お
り
、
年

代
別
に
み
る
と
10
歳
代
か
ら
40
歳
代
で

は
河
川
や
海
で
の
事
故
、
3
歳
か
ら
9

歳
、
60
歳
代
、
70
歳
代
で
は
プ
ー
ル
で

の
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

20
歳
以
上
で
溺
水
に
よ
り
搬
送
さ
れ

た
人
の
う
ち
、「
飲
酒
」
し
て
水
に
入

り
お
ぼ
れ
た
、
と
い
う
事
例
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
乳
幼
児
の
水
の

事
故
で
最
も
多
い
の
は
「
子
供
か
ら
少

し
目
を
離
し
た
隙
に
溺
れ
て
い
た
」
と

い
う
も
の
で
す
。
い
ず
れ
も
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
水
の
事
故
で
す
。
家

族
や
、
友
達
と
キ
ャ
ン
プ
や
海
水
浴
に

行
く
な
ど
、
水
に
接
す
る
機
会
が
多
く

な
る
時
期
で
す
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
用
す
る
な
ど
を
し
て
、
事
故
の
未

然
防
止
に
努
め
て
楽
し
い
夏
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。　

【
定
期
講
習　

受
講
者
募
集
】

 

～
救
え
る
命
の
た
め
に
～

　

消
防
署
で
は
、普
通
救
命
講
習
を「
毎

月
１
回
」
定
期
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
日　

毎
月
第
３
日
曜
日

○
場　

所　

安
芸
高
田
消
防
署

※
お
申
し
込
み
は
毎
月
第
２
日
曜
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
皆
さ
ん

も
応
急
手
当
て
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

安
芸
高
田
消
防
署
救
急
係
ま
で

製
造
ロ
ッ
ト
番
号

Ｋ
Ｏ
３
３
１

Ｋ
２
４
２
０

Ｋ
Ｎ
３
２
６

Ｋ
３
４
０
７

Ｋ
Ｄ
３
１
７

Ｋ
３
４
１
９

Ｋ
１
４
２
６

Ｋ
４
４
２
２

Ｋ
２
４
０
７

Ｋ
７
４
２
４

製
造
ロ
ッ
ト
番
号

Ｋ
Ｎ
３
０
１

Ｋ
２
４
２
１

Ｋ
Ｎ
３
２
２

Ｋ
３
４
０
６

Ｋ
Ｄ
３
１
９

Ｋ
３
４
１
８

Ｋ
１
４
２
５

Ｋ
４
４
２
３

Ｋ
２
４
０
８

Ｋ
７
４
２
５

火 災

救 急

救 助

そ の 他

3件
（24件）

116件
（665件）

2件
（9件）

4件
（17件）

６月

　
　
　

※
無
料

場
所　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

４
階 

小
ホ
ー
ル　

市
営
住
宅
の
入
居
を

募
集
し
ま
す

住
宅
政
策
課
☎
47
‐
１
２
０
２

【
公
営
住
宅
】　

所
得
制
限
（
上
限
）
あ
り

①
北
生
住
宅

所
在　

美
土
里
町
生
田

広
さ　

３
Ｄ
Ｋ

戸
数　

1
戸

【
高
宮
若
者
用
マ
ン
シ
ョ
ン
】

②
虹
の
マ
ン
シ
ョ
ン

所
在　

高
宮
町
佐
々
部

広
さ　

住
宅
ワ
ン
ル
ー
ム

戸
数　

2
戸

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

所
得
制
限
（
下
限
・
上
限
）
あ
り

③
尾
原
住
宅

所
在　

向
原
町
坂

広
さ　

４
Ｄ
Ｋ

戸
数　

1
戸

※
制
限
項
目
や
立
地
条
件
な
ど
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込

書
等
を
住
宅
政
策
課
で
用
意
し
て
お
り
ま

歴
史
民
俗
博
物
館
公
開

講
座　
第
２
回 

中
国
山
地
の
囃

し
田
ぐ
る
り
旅

～
外
か
ら
み
た
「
安
芸
の
は
や
し
田
」
～

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
42
‐
０
０
７
０

講
師　

 

松
井 

今
日
子 

氏

（
芸
北
民
俗
芸
能
保
存
伝

承
館
嘱
託
学
芸
員
）

日
時　

８
月
９
日
（
日
）13

：
30
～

定
員　

60
名（
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

　
　
　
　

※
無
料

場
所　

歴
史
民
俗
博
物
館
多
目
的
室

江
の
川
の

こ
れ
か
ら
を
考
え
る
会

管
理
課　

☎
47
‐
１
２
０
１

　

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局

で
は
、
今
後
30
年
間
の
河
川
整
備

や
管
理
を
定
め
る
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
「
江
の
川
の
こ

れ
か
ら
を
考
え
る
会
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

８
月
12
日
（
水
）

13
：
00
～
15
：
00

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

　

8
月
10
日
（
月
）
か
ら
8
月
24

日
（
月
）
17
：
00
ま
で
（
必
着
）

自
衛
官
募
集

～
平
和
を
仕
事
に
す
る
～

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

☎
０
８
２
‐
８
１
５
‐
３
９
８
０

【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）】

資
格  

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
応

募
資
格
の
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
）

試
験   

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

受
付　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お

り
ま
す
（
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
）

【
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）】

資
格  

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
応

募
資
格
の
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
）

試
験  

９
月
25
日
～
29
日
の
う
ち

指
定
す
る
１
日

受
付   

８
月
１
日
～
９
月
８
日

【
一
般
曹
候
補
生
】

資
格  

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
応

募
資
格
の
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
）

一
次
試
験　９

月
18
日
・
19
日
の
う
ち

指
定
す
る
１
日

二
次
試
験     

合
格
者
に
通
知

受
付   

８
月
１
日
～
９
月
８
日

【
航
空
学
生
】

資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

試
験 

一
次
試
験
：
９
月
23
日   

二
次
、
三
次
試
験
は
各
合

格
者
に
通
知

受
付   

８
月
１
日
～
９
月
８
日

※
本
庁
・
各
支
所
に
募
集
案
内
や
要
項

を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
下
さ
い
。

自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/

hiroshim
a/

携
帯
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/

hiroshim
a/keitai.htm

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア

ム「
こ
こ
ろ
の
旅
」

心
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
「
こ
こ
ろ
の
旅
〝
２
０
１
５
秋
の

旅
〟」
は
、
９
月
21
日
徳
島
県
を
出

発
し
、
10
月
5
日
岡
山
県
、
10
月

催　

し

募　

集
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②
半
額
免
除
の
場
合

　

保
険
料
の
半
額
免
除
と
い
う
の

は
、
毎
月
保
険
料
の
半
額
が
免
除

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
残
り
の
半

額
の
保
険
料
は
必
ず
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
度
で
は
、
半
額
免
除

を
受
け
る
と
月
額
７
，
８
０
０

円
が
免
除
さ
れ
、
残
り
の
７
，

７
９
０
円
は
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
７
，
７
９
０
円

の
保
険
料
を
毎
月
納
付
し
な
い
と

半
額
免
除
が
承
認
さ
れ
て
も
、
保

険
料
未
納
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

③
４
分
の
１
免
除
の
場
合

　

４
分
の
１
免
除
と
い
う
の
は
、

毎
月
の
保
険
料
の
４
分
の
１
が
免

除
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
残
り
の

４
分
の
３
の
保
険
料
は
必
ず
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
度
で
は
、
４
分
の

１
免
除
を
受
け
る
と
月
額
３
，

９
０
０
円
が
免
除
さ
れ
、
残
り
の

１
１
，
６
９
０
円
は
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
１
１
，

６
９
０
円
の
保
険
料
を
毎
月
納
付

し
な
い
と
４
分
の
１
免
除
が
承
認

さ
れ
て
も
、
保
険
料
未
納
期
間
と

し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

【 

保
険
料
の
納
期
限
】

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
納
期

限
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料

は
、
翌
月
末
日
ま
で
に
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
２
年
を
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

（
※
後
納
制
度
を
利
用
す
れ
ば
10
年

間
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
そ
の
場
合
、
免
除
さ
れ
た

額
で
は
な
く
、
全
額
納
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
）。

　

保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
た

場
合
で
も
、
残
り
の
免
除
さ
れ
て

い
な
い
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
こ

の
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
更
新

保
健
医
療
課　

☎
42
‐
５
６
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９

　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
減
額

認
定
証
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
毎

年
8
月
に
、
世
帯
の
課
税
状
況
に

よ
り
認
定
区
分
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
新
し
い
減

額
認
定
証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

【
郵
送
時
期
と
郵
送
方
法
】

　

平
成
27
年
７
月
22
日
以
降
に
広

島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
送
付
さ
れ
る
保
険
証
に
、
新

し
い
減
額
認
定
証
が
同
封
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

※
現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
で
あ
っ
て
も
、
平
成
27

年
度
の
市
民
税
課
税
世
帯
の
方

は
、
新
し
い
減
額
認
定
証
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
（
減
額
認
定
証
）
と

は
？
】

　

医
療
機
関
等
を
受
診
さ
れ
る

際
、
減
額
認
定
証
を
窓
口
で
提
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の
１

か
月
あ
た
り
の
自
己
負
担
額
や
、

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま

す
。

（
下
表
‐
①
を
参
照
）

　

対
象
と
な
る
の
は
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
で
す
。
減
額
認
定

証
が
必
要
な
方
は
、
保
険
証
・
印

鑑
を
持
参
の
上
、
市
役
所
（
保
健

医
療
課
又
は
各
支
所
窓
口
係
）
で

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
減
額

認
定
証
は
、
申
請
し
た
月
の
初
日

か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

Ｈ
ｐ
か
ら

　
「
こ
こ
ろ
の
旅
」
で
検
索

Ｆ
Ａ
Ｘ
で

０
３
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

は
が
き
・
封
書
で

　

〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
へ

【
締
切
】　

9
月
7
日
必
着

引
揚
者
の
方
々
か
ら
お
預
か

り
し
た

通
貨
、
証
券
類
の
返
還

広
島
税
関
支
署

☎
０
８
２
‐
５
０
５
‐
６
９
２
１

【
返
還
の
対
象
】

①
終
戦
後
外
地
（
海
外
）
か
ら
引

き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上

陸
後
に
税
関
ま
た
は
、
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
、
証
券
類

（
※
）
な
ど

②
外
地
の
引
揚
集
結
地
に
お
い

て
、
総
領
事
館
な
ど
に
預
け
ら

れ
た
も
の
の
う
ち
、
日
本
に
送

還
さ
れ
た
通
貨
、
証
券
類
な
ど

※
通
貨
と
は
、
旧
日
本
銀
行
券
、

中
華
民
国
紙
幣
、
満
州
中
央
銀
行

券
、
旧
ソ
連
紙
幣

証
券
類
と
は
、
日
本
国
債
（
大
東

和
戦
争
特
別
国
庫
債
券
、
割
増
金

付
勧
業
債
券
、
復
興
貯
蓄
債
券
、

そ
の
他
の
債
権
）、
預
貯
金
証
書

通
帳
、
生
命
保
険
証
書

【
請
求
手
続
き
】

①
税
関
・
海
運
局
、
ま
た
は
総
領

事
館
が
発
行
し
た
保
管
証
や
預

か
り
証
が
必
要
で
す
が
例
外
も

あ
り
ま
す
。

②
ご
家
族
の
方
の
返
還
請
求
も
可

能
で
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は

最
寄
り
の
税
関
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で

備
品
を
整
備

政
策
企
画
課　

☎
42
‐
５
６
１
２

　

平
成
27
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
）
を
活
用
し
て
、
備
品

を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

は
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
必
要
な
施
設
や
備
品
を
整
備

す
る
た
め
に
助
成
し
て
い
る
も
の

で
す
。

「
丹
比
地
区
振
興
会
」

整
備
内
容
（
製
餅
機
、
折
り
た
た
み

テ
ー
ブ
ル
、
か
き
氷
機
、
ポ
ン
菓
子

機
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
、
ガ

ス
釜
、
炊
飯
ジ
ャ
ー
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

ク
ー
ラ
ー
、
発
電
機
、
わ
た
菓
子
機
）

平
成
27
年
国
勢
調
査
を

実
施
し
ま
す

総
務
課　

☎
42
‐
５
６
１
１

　

平
成
27
年
10
月
1
日
現
在
、
日

本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
及

び
世
帯
を
対
象
と
し
て
国
勢
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
今
回
の
調
査
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡

単
に
回
答
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
期
間

　
　

9
月
10
日
～
20
日

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
以
外
の
方
に

は
紙
の
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
票
で
の
回
答　
　

10
月
1
日
～
7
日

総
務
省
統
計
局
Ｈ
Ｐ

 http://kokusei2015.stat.go.jp

一
部
免
除
を
受
け
た
と
き
は

残
り
の
保
険
料
の
納
付
を

忘
れ
ず
に

三
次
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
３
１
０
７

【
保
険
料
の
一
部
免
除
と
は
】

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
本

人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申

請
す
る
場
合
は
前
々
年
の
所
得
）

が
基
準
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請

し
て
承
認
さ
れ
る
と
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
免
除
さ
れ
る
保
険
料
額
に
は
、

全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分

の
１
の
４
段
階
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
４
分
の
３
免
除
、

半
額
免
除
、
４
分
の
１
免
除
は
、

納
付
す
べ
き
保
険
料
の
一
部
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一
部
免
除
と

い
い
ま
す
。
こ
の
一
部
免
除
を
受

け
た
保
険
料
の
残
り
の
保
険
料
、

つ
ま
り
免
除
を
受
け
て
い
な
い
保

険
料
は
、
必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
保
険
料
の
納
付

を
怠
る
と
免
除
が
承
認
さ
れ
て
も

保
険
料
未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

①
４
分
の
３
免
除
の
場
合

　

保
険
料
の
４
分
の
３
免
除
と
い

う
の
は
、
毎
月
の
保
険
料
の
４
分

の
３
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

残
り
の
４
分
の
１
の
保
険
料
は
必

ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
度
の
場
合
で
は
、
４

分
の
３
免
除
を
受
け
る
と
月
額

１
１
，
６
９
０
円
が
免
除
さ
れ
、

残
り
の
３
，
９
０
０
円
を
納
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
３
，

９
０
０
円
の
保
険
料
を
毎
月
納
付

し
な
い
と
４
分
の
３
免
除
が
承
認

さ
れ
て
も
、
保
険
料
未
納
期
間
と

し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

福
　
祉

そ
う

年
　
金

表－①　自己負担限度額（月額）及び入院時食事代（１食あたり）

所得区分
外来 + 入院

（世帯単位）
入院時食事代外来

（個人単位）

市民税
課税世帯

現役並み
所得者 44,400 円

80,100 円
●医療費が 267,000 円を超えた
場合はその超過額の 1％を加算 260 円

一般 12,000円 44,400 円

市民税
非課税世帯

低所得者Ⅱ

8,000 円

24,600 円
※ 90 日まで 210 円
※ 90 日を超えると

160 円

低所得者Ⅰ 15,000 円 100 円

※入院時食事代の 90 日判定は、過去 12 か月の入院期間（低所得者Ⅱの適

用を受けた期間に限ります）で判定され、申請が必要です。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

の
定
期
更
新

保
健
医
療
課　

☎
42
‐
５
６
１
９

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

は
、
毎
年
、
８
月
１
日
か
ら
新
し
い

保
険
証
に
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
保

険
証
は
水
色
で
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
病
院
等
に
行
く

と
き
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
が
過

ぎ
た
古
い
保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

８
月
に
入
っ
て
も
保
険
証
が
届
か

な
い
場
合
は
、
市
役
所
保
健
医
療
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
保
険
証
の
送
付
時
期
】

　

平
成
27
年
７
月
22
日
以
降
に
広
島

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

普
通
郵
便
で
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

2627



およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及びお問い合わせ先

巡回無料弁護士相談会
注）相談時間はお１人 30 分までです

注）相談回数は同じ相談では 1 回に
限ります

注）訴訟中の相談の場合、弁護士に
利害関係がある場合相談をお断りす
る場合があります

弁護士が無料でさ
まざまな相談をお
受けします

8 月 12 日（水）13：00 ～ 16：00 吉田人権会館 7 月 23 日（木）
から受付

吉田人権会館
☎ 42 － 2826

8 月 27 日（木）13：00 ～ 16：00 甲田人権会館 8 月 12 日（水）
から受付

甲田人権会館
☎ 45 － 4922

年金・労働無料相談会
年金・労働のお悩
みに社会保険労務
士がお答えします

8 月 19 日（水）15：30 ～ 18：30 クリスタルアージョ
視聴覚室

広島県社会保険労務士会 三次支部
道沖祐子 社労士事務所
☎ 52 － 3555
 　090 － 8608 － 8146

行政相談 

美土里会場

行政相談委員が国
の機関へ苦情や意
見などお受けしま
す

8 月 10 日（月）10：00 ～ 15：00 美土里支所

総務課
☎ 42 － 5611

高宮会場 8 月 15 日（土）10：00 ～ 15：00 たかみや人権会館

甲田会場 8 月 25 日（火）13：30 ～ 15：30 甲田支所

向原会場 8 月 11 日（火）10：00 ～ 15：00 向原支所

吉田会場 国の機関へ苦情や
意見・暮らしの心
配事の相談などお
受けします

8 月 6 日（木）
8 月 20 日（木）10：00 ～ 15：00 吉田人権会館 吉田人権会館

☎ 42 － 2826くらしの総合相談

総合相談 高宮会場
さまざまな暮らし
の心配事相談をお
受けします

8 月 11 日（火）　
8 月 25 日（火）18：00 ～ 20：00 たかみや人権会館 予約は相談日

の 5 日前まで
たかみや人権会館　
☎ 57 － 1330

心の相談

精神的なしんどさ、
生活のしづらさに
ついて専門家が相
談をお受けします

8 月 27 日（木）13：30 ～ 保健センター 予約が必要 保健医療課
☎ 42 － 5633

生活困窮者相談
生活保護など生活
困窮に対する相談
をお受けします

平日 8：30 ～ 17：15 電話・窓口相談 社会福祉課
☎ 42 － 5615

障害者相談
障害者やその家族
の方などのお悩み
をお受けします

平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談 障害者基幹相談支援センター　
☎ 47 － 1080

平日 8：30 ～ 17：00 電話・窓口相談 清風会つぼみ
☎ 47 － 2092

平日 9：00 ～ 18：00 電話・窓口相談 相談支援事業所もやい
☎ 45 － 2320

消費生活相談
悪質な商取引に関
する消費者相談を
お受けします

水・金曜日 9：30 ～ 12：00 
13：00 ～ 16：30 電話・窓口相談 消費生活相談室

☎ 42 － 1143

広島県
小児救急医療電話相談

子どもの急な病気
について休日や夜
間にアドバイスが
受けられます

毎日 19：00 ～ 翌 8：00 電話相談 ☎局番なしの＃ 8000
（携帯電話からも利用可）

８ 月 の 相 談　                                    

人　口
総人口…30,358 人
　　　  （30,712 人）
男………14,577 人
　　　  （14,753 人）
女………15,781 人
　　　  （15,959 人）
世帯……13,579 戸
　　　  （13,546 戸）
■平成 27 年 7 月 1 日現在
※外国人を含む
※（　） の 数 字 は 前 年 同
月数値

８月の納税
市県民税第２期

国民健康保険税第３期
納期限：８月３１日

夜間納付窓口
開設日
８月２７日

（17：15 ～ 19：00）
開設場所　税務課

（本庁第１庁舎１階）

８月の休日・夜間の救急医療
■高田地区休日夜間救急診療所

［ＪＡ吉田総合病院］（吉田町）
平日　17：00 ～翌朝８：30
日・祝日　８：30 ～翌朝８：30
　　　【内科・外科】☎ 42-0636
■おおはた産婦人科（吉田町）
8 月 23 日（日）【産婦人科】
　　　　　　　　　  ☎ 42-0067
※都合により変更になる場合があります。出か
ける前に医療機関へお問い合わせください。

【
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
と
な

る
方
が
い
ま
す
】

　

前
年
（
平
成
26
年
）
の
１
月
～

12
月
の
所
得
状
況
等
を
基
に
、
負

担
割
合
（
１
割
ま
た
は
３
割
）
を

判
定
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
今
ま

で
お
持
ち
の
保
険
証
と
一
部
負
担

金
の
割
合
が
変
更
と
な
る
方
が
い

ま
す
の
で
、
保
険
証
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

声
で
広
報
を
お
届
け
し
ま
す

社
会
福
祉
課
☎
42
‐
５
６
１
５

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
目
の
不
自

由
な
方
に
、「
広
報
あ
き
た
か
た
」

の
内
容
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録

音
し
た
「
声
の
広
報
」
を
届
け
て

い
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
社

会
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

「
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
付
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
寄
付
者
】

藤
田　

博
雄　

様

福
永　

浩
太
郎　

様

本
田　

昭
吉　

様

小
早
川　

博　

様

（
平
成
27
年
7
月
1
日
現
在
）

求
人
求
職
状
況
（
５
月
分
）

月
間
有
効
求
職
者
数　

５
１
１
人

月
間
有
効
求
人
数　

６
８
３
人

月
間
有
効
求
人
倍
率　

１
．
３
４
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

☎ 
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Ｍ
も り ぐ ち

ＯＲＩＧＵＣＨＩ　Ｔ
たにうち

ＡＮＩＵＴＩ　Ｌ
らうら

ＡＵＲＡ　Ｊ
じょりえ

ＯＬＩＥ

沖 土 居 将
まさ

泰
やす

甲 田 悠
ゆう

真
ま

山 本 莉
りい

菜
な

三 宅 淑 子

佐々木 ミキヱ

丸 下 照 男

今 井 勇 策

大 前 鉄 省

宗 吉 毅 治

廣 本 賢 作

佐々木 イソエ

升 本 房 子

山口 美子

田 中 靜 子

磯 部 治

谷 川　 忍

井上 ユミ子

田 口 信 幸

亀 島　 昇

鹿 本 和 子

村 上　 勇

土 井　 博

増田 トシヱ

戸 田 次 三

今井 ヤヱコ

吉川 イサミ

塚本 ヨシノ

宇都宮 徹子

瀨 川 葊 美

風呂本 勝彦

押 川 愛 子

金羽木 憲二

松 田 一 三

下 田 武 男

前田 マサコ

藤井 冨美子

小 野 幸 子

梶 原 子

岡 本 孝 子

石 丸 幸 枝

大久保 シズエ

田口 ヨシコ

岡 下 輝
き ら り

姫

上 河 内 美
み

羽
う

岡 﨑 蒼
そう

太
た

仁 張 優
ゆ

杏
あん

田 中 咲
さく

翔
と

新 竹 未
み

悠
はる

山 﨑 穂
ほ

奈
な

美
み

山 永 翔
しょう

太
た

吉 田 町

（女）

（男）

（男）

（女）

（女）

（女）

（男）

（男）

（男）

（女）

（女）

（男）

八千代町

美土里町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 桂 ）

（ 長 屋 ）

（多治比）

（ 常 友 ）

（上入江）

八千代町

（佐々井）

（佐々井）

（佐々井）

（ 上 根 ）

（ 上 根 ）

（ 上 根 ）

（ 下 根 ）

（ 下 根 ）

美土里町

（ 横 田 ）

（ 横 田 ）

（ 横 田 ）

高 宮 町

（佐々部）

（佐々部）

（佐々部）

（ 原 田 ）

（ 原 田 ）

（ 川 根 ）

（ 川 根 ）

甲 田 町

（高田原）

（高田原）

（下甲立）

（上小原）

向 原 町

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 有 留 ）

（ 有 留 ）

（ 有 留 ）

（ 戸 島 ）
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86
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92
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歳
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歳
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歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳
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第
一
景　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　

楽
園
花
火

第
二
景　

悠
久
の
せ
せ
ら
ぎ

第
三
景　

ハ
イ
サ
イ
～
元
気
に
し
て
い
る
の
？
～

第
四
景　

ほ
た
る

第
五
景　

蒼
い
湖
面

第
六
景　

夢
見
る
初
恋

第
七
景　

風
の
大
地

第
八
景　

遠
い
空
の
物
語

第
九
景　

百
ひ
ゃ
っ

花か

繚
り
ょ
う

乱ら
ん

第
十
景　

ス
ペ
ー
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

第
十
二
回

安
芸
高
田
花
火
大
会

●交通規制にご協力ください
　大会当日は大変混雑します。会場周辺の一部は車両進
入禁止となりますので、係員の指示に従ってください。
　例年、のどごえ公園周辺駐車場は早期に満車となりま
す。八千代支所周辺駐車場・上土師グラウンド駐車場・各
支所周辺駐車場とシャトルバスを利用してください。

　　　土師ダムのどごえ公園
　　　8月29日（土）
　　　15:00～　オープニング
　　　19:30～　花火打上
　※悪天候の場合は中止となることがあります。
　※中止となった場合開催の順延はありません。

会場

日時

募金箱の設置
　ご協力いただける市内の商店に募金箱を設置しています。
　大会を成功させるため、募金をお願いします。

協賛金のお願い
　昨年も大会を応援していただける商店や事業所をはじめ

多くの市民の皆さんから協賛金をいただきました。今年も、
多くの皆様のご協力をお願いします。
　なお、振込用紙を新聞折り込みと市役所各支所や市内
各郵便局、商店などに設置します。１口1,000円より受付て
おり、協賛していただいた方は市ホームページでご紹介さ
せていただきます。

●鳥信JA駐車場行き
会場 鳥信JA駐車場（美土里）
20:40 21:00
※バスが２台出ます。

22:00 22:20

●向原駅行き ●本庁行き
会場 向原駅
20:40 21:20
21:10 21:50
22:00 22:40
22:30 23:10

会場 本庁
20:40 21:00
※バスが２台出ます。
21:30 21:50
※バスが３台出ます。
22:30 22:50
※バスが２台出ます。●甲田支所行き

会場 甲田支所
20:40 21:10
※バスが２台出ます。
21:40 22:10
※バスが２台出ます。

各
支
所
行
き※八千代支所行きについては、20:10より22:30の

最終便まで20分間隔でピストン輸送を行います。

●八千代支所行き
会場 八千代支所
20:10 20:30

↓
22:30 22:50

※八千代支所から会場行きについては、15：00から
18：30まで20分間隔でピストン輸送を行います。

 無料送迎
 シャトルバス時刻表

各地域から無料送迎シャトルバスを運行します。乗車を希望され
る方は、出発の時間までに集まってください。
≪乗降場≫　はじ丸館駐車場

●鳥信JA駐車場発
鳥信JA駐車場（美土里） 会場
15:30 15:50
16:00 16:20
17:00 17:20
17:30 17:50

●本庁発
本庁 会場
17:00 17:20
17:40 18:00
17:50 18:10
18:30 18:50
18:40 19:00

●向原駅発～吉田本庁経由
向原駅 本庁 会場
15:30 15:50 16:10
16:20 16:40 17:00
17:00 17:20 17:40
17:40 18:00 18:20

●甲田支所発～吉田本庁経由
甲田支所 本庁 会場
15:30 15:50 16:10
16:00 16:20 16:40
17:00 17:20 17:40
17:30 17:50 18:10

会
場
行
き

●八千代支所発
八千代支所 会場
15:00 15:20

18:30 18:50

フォトコンテスト作品募集！
　安芸高田市観光協会ＨＰをご覧ください。安芸高田市観光協会ＵＲＬ（http://akitakata-kankou.jp/）

※当日は大変な混雑が予想されます。年々駐車場の満車時刻が早まっていることもあり、皆様にはお早目のご来場をお願い致します。
　なお、シャトルバスにつきましても、早い時間帯であれば席に余裕がございますので、できるだけ早い時間帯でのご利用をお願いいたします。

★上土師グラウンド駐車場
→会場
　15:00発以降随時

� 思い出のメッセージ花火募集
・仲間で結婚式のお祝いに

・大切な人への感謝の気持ちを込めて
10口限定、１口５万円

　司会がメッセージをみなさんに披露して特別な花火を
打ち上げます。
　お申込みは、安芸高田花火大会実行委員会事務局 

（ 0826-47-4024）まで

新企画

お問い合わせ
安芸高田花火大会実行委員会（安芸高田市商工会青年部・安芸
高田市・安芸高田市商工会）

事務局：商工観光課 0826-47-4024
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